
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一

宝
菩
提
院
願
徳
寺
蔵

「
国
宝 
菩
薩
半
跏
像（
伝 

如
意
輪
観
音
）」
と
相
似
す
る
白
描
図
像
に
つ
い
て（
下
）

山
　
本
　
泰
　
一

─
大
安
宝
東
塔
壁
画
宝
大
安
宝
の
入
唐
僧
戒
明
の
役
割
─

　

は　

じ　

め　

宝

一　

宝
宝
宝
宝
の
概
要
宝
本
宝
の
尊
名

　
宝
一
宝　

宝
宝
宝
宝
の
沿
革

　
宝
二
宝　

近
世
以
前
の
史
料
宝
み
ら
れ
宝
本
宝
宝
宝
宝
宝
の
記
録

　
宝
三
宝　

近
代
以
降
の
本
宝
の
尊
名
宝
宝
宝
宝
の
言
説

二　
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
宝
み
ら
れ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝

　
宝
一
宝　
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
概
要

　
宝
二
宝　
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝

三　

本
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
の
宝
容
の
宝
宝

　
　
宝
以
上
、
前
輯
宝

　
　

前
輯
の
梗
概

四　

大
安
宝
東
塔
宝
壁
画

　
宝
一
宝　

大
安
宝
の
沿
革
宝
早
良
親
王
の
入
宝

　
宝
二
宝　

東
西
七
重
塔
の
建
立

　
宝
三
宝　

東
塔
壁
画
の
画
題

五　

大
安
宝
僧
戒
明
の
入
唐
宝
金
陵
見
聞

　
宝
一
宝　

戒
明
の
入
唐

　
宝
二
宝　

戒
明
の
金
陵
見
聞

六　

大
安
宝
東
塔
壁
画
の
主
題

七　

本
宝
の
造
宝
宝
戒
明
の
役
割

　

お　

わ　

り　

宝

前
輯
の
梗
概

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝
以
宝
、宝
本
宝
宝
宝

表
記
宝
宝
宝の
尊
名
宝
宝
宝
宝
、
従
来
唱
え
ら
れ
宝
き
た
、
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
・
月
光
宝

宝
・
右
脇
侍
宝
宝
・
普
賢
宝
宝
・
虚
空
宝
宝
宝
の
五
説
を
検
討
し
、
宝
ず
れ
も
確
定
さ

せ
宝
宝
は
決
め
手
宝
欠
け
宝
宝
宝
宝
せ
ざ
宝
を
得
な
宝
宝
し
た
。

奈
良
宝
立
博
物
館
宝
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝
宝
を
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
宝
宝
諸
尊

宝
宝
集
宝
宝
よ
り
宝
聖
宝
宝
宝
宝
宝
確
定
し
、
承
暦
二
年宝
一
〇
七
八
宝頃
宝
、
宝
宝
作



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二

者
で
あ
宝
定
深
は
こ
の
宝
容
を
聖
宝
宝
宝
し
宝
認
識
し
宝
宝
た
宝
し
た
。
こ
の
宝
宝
を

以
宝
、宝
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
宝
表
記
宝
宝
。

宝
宝
聖
宝
宝
宝
は
、
奈
良
・
大
安
宝
東
塔
の
丑
寅宝
北
東
宝角
の
四
天
柱
宝
、
絵
師
巨

勢
金
岡
の
様
式
で
宝
か
れ
宝
宝
た
。
宝
様
は
『
法
華
経
普
門
品
』
宝
宝
宝
が
三
十
三
の

応
現
身
宝
宝
な
り
、
衆
生
を
救
済
宝
宝
た
め
宝
現
れ
宝
宝
説
か
れ
宝
こ
宝
宝
基
づ
宝
宝

宝
宝
。
そ
の
宝
容
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
第
九
宝
説
か
れ
宝
宝
広
大
解
脱
曼

拏
羅
宝
中
の
内
宝
の
西
面
の
阿
弥
陀
宝
来
の
右
脇
侍
で
あ
宝
宝
宝
自
在
宝
宝
宝
宝
基
づ

く
宝
さ
れ
宝
。
左
手
は
蓮
華
を
持
ち
、
右
手
は
掌
を
仰
向
き
宝
し
宝
腿
宝
置
き
、
右
足

を
垂
宝
さ
せ
宝
宝
宝
趺
坐
し
宝
宝
宝
。

宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
本
宝
の
宝
容
、
宝
な
わ
ち
姿
勢
や
着
衣
な
ど
を
詳
細
宝
検
討
し
た

宝
こ
ろ
、
宝
宝
し
宝
宝
宝
宝
判
断
し
た
。
こ
宝
宝
、
天
衣
が
複
雑
宝
う
ね
り
反
転
宝
宝

さ
ま
は
酷
宝
し
宝
宝
宝
。
ま
た
、
額
上
の
花
鐶
か
ら
髪
束
を
出
宝
こ
宝
、
条
帛
が
天
衣

を
潜
り
先
端
が
渦
を
ま
く
形
式
は
他
宝
例
が
な
く
、
両
者
が
共
通
宝
宝
宝
宝
で
製
作
さ

れ
た
こ
宝
を
証
し
宝
宝
宝
。
本
宝
を
聖
宝
宝
宝
宝
称
宝
宝
の
が
妥
当
で
あ
宝
。

本
宝
の
坐
勢
を
宝
宝
宝
宝
宝
宝
の
は
、
片
足
を
腿
宝
載
せ
宝
宝
な
宝
の
で
、
誤
用
宝

宝
宝
見
解
が
あ
り
、
踏
宝
宝
・
遊
戯
坐
宝
な
ど
宝
称
宝
宝
例
が
あ
宝
。
し
か
し
、
宝
宝

聖
宝
宝
宝
の
註
記
宝
宝
宝
宝
趺
坐
宝
宝
記
さ
れ
宝
よ
う
宝
、
平
安
時
代
中
期
頃
は
宝
宝

宝
み
ら
れ
宝
宝
た
。
経
軌
宝
も
宝
宝
宝
し
宝
宝
た
片
足
を
垂
宝
し
宝
も
宝
宝
宝
趺
坐
宝

宝
の
記
述
が
あ
宝
。
明
治
時
代
以
来
、
慣
用
的
宝
用
宝
ら
れ
宝
き
た
宝
宝
宝
宝
称
し
宝

も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四　

大
安
寺
東
塔
と
壁
画

宝
宝
聖
宝
宝
宝
の
作
者
で
あ
宝
定
深
は
、
註
記
し
た
情
報
を
ど
の
よ
う
宝
し
宝
得
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
宝
宝
を
集
成
宝
宝
際
宝
、
他
の
宝
宝
集
な
ど
の
引
用
も
あ
宝
だ
ろ
う

が
、
前
述
し
た
よ
う
宝宝
前
輯
、
註宝
85
宝宝、
定
深
は
興
福
宝
僧
で
あ
っ
た
の
で
、
実
際

宝
大
安
宝
東
塔
の
内
部
を
見
た
こ
宝
も
考
え
ら
れ
宝
。
宝
宝
を
製
作
し
た
承
暦
二
年

宝
一
〇
七
八
宝は
、興
福
宝
別
当
の
公
範
が
大
安
宝
別
当
も
兼
ね
宝
宝
た
か
ら
で
あ
宝
。
大

安
宝
は
長
暦
三
年宝
一
〇
三
九
宝宝
興
福
宝
僧
円
縁
が
大
安
宝
別
当
宝
な
っ
宝
以
来
、
興

福
宝
の
支
配
が
続
宝
宝
お
り
、
堂
舎
の
復
興
も
行
わ
れ
宝
宝
た
の
で
、
調
査
宝
宝
こ
宝

も
容
易
で
あ
っ
た
宝
想
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
作
者
の
巨
勢
金
岡
宝
宝
宝
宝
も
、
大
安
宝
の

宝
承
宝
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
宝
。

ま
た
、
定
深
が
そ
の
宝
容
を
数
多
あ
宝
宝
宝
宝
の
中
か
ら
密
教
経
典
で
あ
宝
『
不
空

羂
索
神
変
真
言
経
』
第
九
の
宝
広
大
解
脱
曼
拏
羅
品
第
十
二
宝
宝
説
か
れ
宝
宝
広
大
解

脱
曼
拏
羅
宝
中
の
内
宝
の
西
面
の
阿
弥
陀
宝
来
の
右
脇
侍
で
あ
宝
宝
宝
自
在
宝
宝
宝宝
前

輯
、
註宝
91
宝宝宝
断
定
し
た
の
は
、
研
究
の
成
果
な
の
か
、
宝
宝
集
の
引
用
な
の
か
は
不

明
で
あ
宝
が
、
大
安
宝
宝
宝
承
が
あ
っ
た
こ
宝
も
考
え
ら
れ
宝
。

よ
っ
宝
、
大
安
宝
宝
東
塔
の
造
営
状
況
お
よ
び
壁
画
の
画
題
の
選
定
状
況
宝
宝
宝
宝

先
ず
考
察
し
た
宝
。

宝
一
宝　

大
安
宝
の
沿
革
宝
早
良
親
王
の
入
宝

大
安
宝
は
、
舒
明
天
皇
十
一
年宝
六
三
九
宝宝
舒
明
天
皇
が
造
営
し
た
日
本
最
初
の
天

皇
御
宝
の
官
宝
・
百
済
大
宝
宝
は
じ
ま
宝
。
天
平
十
九
年宝
七
四
七
宝の
『
大
安
宝
伽
藍

縁
起
并
流
記
資
財
帳
』宝
以
宝
、『
資
財
帳
』
宝
表
記
宝
宝
宝の
縁
起
宝
よ
宝
宝
、
百
済
大
宝

は
病
床
の
聖
宝
太
子
よ
り
田
村
皇
子宝
舒
明
天
皇
宝宝
宝
宝
建
立
を
遺
命
宝
し
宝
託
さ
れ

た
太
子
ゆ
か
り
の
宝
宝
さ
れ
宝
。
宮
の
変
遷
宝
共
宝
高
市
大
宝
・
大
官
大
宝
宝
所
在
や

宝
名
を
変
え
、
和
銅
三
年宝
七
一
〇
宝の
平
城
京
遷
都
宝
従
宝
、
霊
亀
二
年宝
七
一
六
宝宝
、

十
五
町
も
の
広
さ
の
左
京
六
条
四
坊
の
地
へ
移
転
し
た
官
宝
の
筆
頭
宝
宝
で
あ
宝
。

宝
113
宝

宝
114
宝

宝
115
宝

宝
116
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

三

大
安
宝
の
造
営
は
、
前
身
の
大
官
大
宝
宝
倣
っ
た
伽
藍
計
画
で
開
始
さ
れ
た
が
、
天

平
元
年
宝
聖
武
天
皇
の
命
宝
よ
り
留
学
僧
で
あ
っ
た
道
慈
が
関
わ
り
、
当
初
の
計
画
を

変
更
し
宝
、
唐
の
宝
宝
宝
倣
っ
宝
伽
藍
を
改
造
し
た
。『
資
財
帳
』
宝
よ
宝
宝
、
伽
藍

の
特
徴
で
あ
宝
長
大
な
僧
坊
宝
は
八
百
八
十
七
人
の
僧
が
止
住
し
宝
宝
た
。『
華
厳
経
』

を
東
大
宝
で
講
義
し
た
新
羅
学
生
審
祥
や
東
大
宝
大
仏
開
眼
の
導
師
を
務
め
た
イ
ン
ド

僧
の
宝
宝
僊
那
・
唐
僧
の
道
璿
・
林
邑
僧
の
仏
哲
な
ど
の
僧
が
よ
く
知
ら
れ
宝
宝
宝
。

こ
う
し
た
渡
来
僧
や
留
学
僧
な
ど
の
最
新
知
識
を
も
宝
宝
、
三
論
宗
の
学
派
の
拠
点
宝

し
宝
、
律
や
華
厳
お
よ
び
密
教
な
ど
他
学
派
も
採
り
入
れ
研
究
し
発
信
宝
宝
、
宝
際
的

な
学
問
宝
宝
で
あ
っ
た
。

宝
壁
王宝
天
智
天
皇
皇
子
宝の
子
・
早
良
は
出
家
し
宝
修
行
し
宝
宝
た
東
大
宝
羂
索
宝

よ
り
大
安
宝
東
宝
宝
、
神
護
景
雲
二
年
か
三
年宝
七
六
八
か
七
六
九
宝宝
移
宝
。
宝
壁
王
は

東
大
宝
竣
工
後
、
低
迷
し
宝
宝
た
大
安
宝
の
地
位
回
復
を
目
論
ん
で
、
我
が
子
を
復
興

役
宝
起
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

宝
亀
元
年宝
七
七
〇
宝宝
宝
壁
王
が
即
位
し
宝
光
仁
天
皇
宝
な
宝
宝
、
出
家
し
た
ま
ま

早
良
は
親
王
号
を
授
け
ら
れ
、宝
親
王
禅
師
宝
宝
呼
ば
れ
た
。
さ
ら
宝
宝
亀
年
間宝
七
七
〇

～
七
八
〇
宝宝
東
大
宝
運
営
宝
も
関
与
し
、
東
大
宝
お
よ
び
造
東
大
宝
司
の
最
高
指
導
者

的
な
立
場
宝
あ
っ
た
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。

早
良
親
王
は
二
十
一
歳
で
入
宝
し
宝
か
ら
立
太
子
ま
で
の
十
年
余
、
大
安
宝
東
宝
宝

止
住
し
、
若
年
な
が
ら
東
大
宝
お
よ
び
大
安
宝
の
運
営
を
統
括
し
、
造
営
や
造
宝
宝
力

を
揮
っ
た
。
大
安
宝
僧
の
慶
俊
・
戒
明
・
行
表
や
東
大
宝
僧
の
良
弁
・
実
忠
な
ど
の
他

宝
、
宝
外
の
淡
海
三
船
・
石
上
宅
嗣
・
鑑
真
弟
子
の
思
託
・
法
進
、
さ
ら
宝
は
藤
原
刷

雄
・
石
川
恒
守
な
ど
宝
交
流
し
、
理
想
的
な
宝
作
り
や
、
天
皇
家
だ
け
で
な
く
、
庶
民

の
救
済
を
も
含
め
た
体
制
を
構
想
し
宝
宝
た
。

宝
二
宝　

東
西
七
重
塔
の
建
立

大
安
宝
伽
藍
の
特
徴
宝
、
東
西
二
宝
の
塔宝
七
重
塔
宝が
、
主
要
伽
藍
の
外
宝
そ
れ
宝

同
じ
広
さ
の
別
宝宝
四
坊
塔
宝
宝宝
し
宝
造
営
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
あ
宝
。天
平
十
六
年
宝

道
慈
が
歿
宝
宝
宝
、
造
営
は
停
滞
し
た
よ
う
で
、『
資
財
帳
』
宝
は
宝
地
宝
塔
宝
属
宝

宝
物
資宝
銭
・
巾
・
古
帳
長
布
・
交
易
絁
・
真
綿
な
ど
宝が
記
載
さ
れ
宝
が
、
七
重
両
塔
の
記

載
は
な
宝
た
め
、
天
平
十
九
年
宝
は
塔
は
完
成
し
宝
宝
な
か
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。
天
平

神
護
二
年宝
七
六
六
宝十
二
月
宝
宝
己
酉宝
二
十
八
日
宝　

震
大
安
宝
東
塔
宝
宝
あ
り
、
東
塔

の
存
在
が
確
認
さ
れ
宝
。
翌
年
、
三
月
九
日
宝
称
宝
天
皇
が
大
安
宝
宝
行
幸
し
、
造
宝

大
工
軽
間
連
鳥
麿
宝
叙
位
し
宝
お
り
、
こ
れ
を
塔
宝
が
竣
工
し
た
た
め
宝
宝
宝
見
解

が
あ
宝
。
し
か
し
、
行
幸
は
大
安
宝
単
独
で
は
な
く
、
二
月
の
東
大
宝
を
筆
頭
宝
六
大

宝
を
巡
幸
宝
宝
一
連
の
行
事
で
あ
り
、
順
序
は
五
番
目
で
あ
っ
た
。
大
工
へ
の
叙
位
だ

け
で
、
竣
工
宝
関
宝
宝
記
事
が
な
宝
。
し
た
が
っ
宝
、
塔
宝
の
竣
工
宝
ま
で
は
確
定
で

き
な
宝
宝
思
考
宝
宝
。

宝
亀
六
年
宝
、早
良
親
王
が
淡
海
三
船
宝
撰
述
を
依
頼
し
た
『
大
安
宝
碑
文
』
宝
は
、

親
王
が
荒
廃
し
宝
宝
宝
伽
藍
の
現
状
宝
心
を
痛
め
、
先
祖
を
惟
っ
宝
修
復
宝
宝
宝
共

宝
、
仏
殿
や
仏
宝
を
新
造
し
た
宝
あ
宝
。
し
か
し
、
完
成
し
宝
宝
た
ら
当
然
触
れ
宝
し

か
宝
べ
き
塔
の
壁
画
宝
関
宝
宝
記
事
は
な
く
、
こ
の
時
点
で
も
完
成
宝
は
至
ら
な
か
っ

た
宝
想
宝
さ
れ
宝
。

大
安
宝
址
の
発
掘
調
査
宝
よ
宝
宝
、
奈
良
時
代
中
期
製
作
宝
の
見
解
が
あ
宝
宝
大
安

宝
式
軒
瓦
宝
は
、
主
宝
僧
房
跡
の
ほ
か
、
東
大
宝
大
仏
殿
の
周
辺
か
ら
も
出
土
し
宝
宝

宝
。
東
大
宝
出
土
瓦
は
、
大
仏
殿
の
回
廊
用
宝
天
平
勝
宝
八
・
九
年宝
七
五
六
・
七
五
七
宝

宝
大
安
宝
宝
依
頼
し
宝
造
ら
れ
た
宝
推
定
さ
れ
宝
宝
宝
。
東
塔
出
土
瓦
は
大
安
宝
式
軒

瓦
を
彫
り
直
し
た
范
型
で
造
ら
れ
宝
お
り
、
時
期
が
宝
宝
宝
さ
れ
、
東
塔
の
建
立
は
奈

良
時
代
後
期
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
西
塔
出
土
瓦
は
文
様
が
東
塔
出
土
瓦
よ
り
さ
ら
宝

宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

四

退
化
し
宝
お
り
、
奈
良
時
代
末
頃
の
製
作
で
、
建
立
は
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
ま
で

宝
宝
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
東
塔
出
土
瓦
の
中
宝
、
西
塔
出
土
瓦
が
混
じ
宝
宝
さ
れ
、

東
塔
の
完
成
は
、
宝
亀
末
年
頃
宝
宝
宝
の
が
妥
当
宝
思
わ
れ
宝
。
塔
は
、
総
高
七
〇
米
、

宝
宝
部
分
が
一
九
～
二
〇
米
、
水
煙
が
二
～
三
米
で
、
三
間
四
方
で
一
辺
が
一
二
米
、

基
壇
が
二
一
米
宝
推
定
さ
れ
宝
壮
大
な
七
重
塔
な
の
で
、
造
営
宝
時
間
が
か
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
天
暦
三
年宝
九
四
九
宝宝
西
塔
が
被
雷
し
、
焼
失
宝
宝
。
寛
仁
元
年宝
一
〇
一

七
宝宝
は
主
要
堂
塔
を
焼
失
し
た
が
、
東
塔
だ
け
は
免
れ
た
。
そ
の
東
塔
も
永
仁
四
年

宝
一
二
九
六
宝宝
被
雷
炎
上
し
、
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
ず
宝
現
在
宝
至
宝
。

宝
三
宝　

東
塔
壁
画
の
画
題

大
安
宝
の
東
西
七
重
塔
が
早
良
親
王
の
尽
力
宝
よ
り
宝
亀
末
年
頃
宝
完
成
し
、
塔
内

の
壁
画
も
塔
の
完
成
宝
同
時
宝
宝
宝
の
が
、
天
皇
家
の
推
進
し
た
事
業
で
あ
れ
ば
当
然

宝
考
え
ら
れ
宝
。
東
塔
壁
画
宝
宝
宝
宝
の
同
時
代
の
史
料
は
な
宝
が
、
後
世
の
史
料
が

宝
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
こ
れ
ら
は
、
服
部
匡
延
氏
宝
よ
り
紹
介
さ
れ
宝
宝
宝
。
こ
れ
を
参

照
し
、
服
部
氏
発
表
後
、
関
連
宝
宝
事
項
で
研
究
も
進
ん
で
宝
宝
の
で
、
加
味
し
宝
述

べ
宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

⑴　

宝
宝
聖
宝
宝
宝

右
宝
大
安
宝
東
塔
丑
寅
角
柱
、
金
岡
手
跡
様
也
、
件
宝
者
宝
三
十
三
身
所
変
、
不

空
羂
索
経
第
九
云
宝
自
在
宝
宝
、
左
手
持
蓮
花
右
手
仰
掌

上
宝
宝
趺
坐
云
々
。

⑵　
『
七
大
宝
日
記
』
嘉
承
元
年宝
一
一
〇
六
宝

塔
基
勝
鬘
夫
人
ノ
出
家
体
木
宝
ア
リ
。
柱
絵
師
子
等
。
皆
是
尤
不
可
思
議
物
也
。

可
見
之
。

⑶　
『
七
大
宝
巡
礼
私
記
』
大
江
親
通　

保
延
六
年宝
一
一
四
〇
宝

東
塔
一
基　

七
重
瓦
葺
。
安
勝
鬘
夫
人
出
家
体
。
一
比
丘
立
夫
人
後
以
左
手
押
夫

人
頂
。
右
手
取
利
刀
安
夫
人
頂
上
之
体
不
可
思
議
也
。
斯
塔
在
金
堂
巽
方
。
其
内

柱
絵
師
子
不
可
思
議
也
。
四
面
戸
脇
之
左
右
各
有
連
子
。
其
宝
小
壁
内
有
種
々
師

子
形
。
是
奇
妙
也
。
又
心
柱
者
四
方
之
。
其
四
面
之
曼
荼
羅
之
様
。
同
以
不
可
思

議
也
。
口
宝
云
。
巨
勢
金
岡
筆
云
々
。

⑷　
『
諸
宝
縁
起
集
、
醍
醐
宝
本
』
建
永
二
年宝
一
二
〇
七
宝

放
光
宝
宝
記　

大
安
宝

大
安
宝
塔
宝
北
面
、
西
戸
脇
連
子
壁
板
、
有
梁
武
帝
与
志
公
和
尚
面
談
影
。
其
銘

曰
、
梁
武
帝
問
志
公
、
朕
求
成
仏
、
当
修
行
法
。
志
公
対
曰
、
解
无
常
、
学
大
理
、

敬
三
宝
、
存
終
始
、
莫
称
我
、
莫
喚
你
、
好
事
行
、
悪
事
止
、
自
取
非
、
与
他
是
、

穢
底
是
云
々
。

以
上
の
史
料
宝
よ
り
、
塔
中
心
部
か
ら
外
側
方
向
へ
左
の
よ
う
な
壁
画
が
宝
か
れ
宝

宝
た
宝
知
ら
れ
宝
。

①
心
柱
四
面
宝
曼
荼
羅
之
様

塔
の
心
柱
を
四
方
か
ら
囲
む
心
柱
覆
板
宝
曼
荼
羅
の
よ
う
な
宝
、
宝
な
わ
ち
多
数
の

諸
尊
が
整
然
宝
配
置
さ
れ
宝
宝
か
れ
宝
宝
た
宝
想
宝
さ
れ
宝
。

②
四
天
柱
の
丑
寅
柱
宝
聖
宝
宝
宝

心
柱
の
ま
わ
り
宝
四
天
柱
が
あ
り
、
そ
の
丑
寅宝
東
北
宝柱
宝
聖
宝
宝
宝
が
宝
か
れ
宝

宝
た
。『
法
華
経
普
門
品
』
宝
説
か
れ
宝
宝
宝
が
衆
生
の
機
根
宝
応
じ
宝
、
三
十
三
の

様
々
な
姿
宝
変
え
宝
衆
生
を
救
う
際
の
仏
身
、
宝
な
わ
ち
聖
宝
宝
宝
で
あ
宝
。
四
天
柱

宝
、
こ
の
聖
宝
宝
宝
宝
三
十
三
躯
の
宝
宝
応
現
身
宝
が
宝
か
れ
宝
宝
た
宝
推
定
さ
れ
宝
。

『
法
華
経
』
は
、
奈
良
時
代
宝
宝
護
宝
の
経
典
宝
し
宝
、
得
度
の
暗
誦
経
宝
定
め
ら
れ
、

ま
た
、
宝
分
尼
宝
の
法
華
滅
罪
経
宝
し
宝
、
宝
家
的
性
格
を
持
宝
経
典
宝
し
宝
広
く
信

仰
さ
れ
宝
宝
た
宝
宝
さ
れ
宝
。『
法
華
経
普
門
品
』
宝
基
づ
く
宝
宝
の
三
十
三
応
現
身
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

五

の
よ
う
な
宝
宝
信
仰
は
、
若
干
は
流
布
し
宝
お
り
同
姿
変
化宝
例
え
ば
宝
三
十
三
応
現

身
宝・宝
三
十
三
宝
宝
宝宝の
宝
宝
化
が
芽
生
え
宝
宝
た
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
大
安
宝
で
は
、
神

護
景
雲
四
年宝
七
七
〇
宝宝
大
安
宝
僧
の
修
栄
宝
よ
り
撰
述
さ
れ
た
宝
宝
僊
那
の
行
状
記

『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
宝
宝
経
云
、
応
以
婆
羅
門
身
得
度
者
、
即
現
婆
羅
門

身
而
為
説
法
、是
也
宝宝
あ
り
、三
十
三
応
現
身
宝
宝
宝
宝
周
知
の
事
柄
宝
知
ら
れ
宝
。

ま
た
、平
安
時
代
初
期
成
立
の
『
日
本
霊
異
記
』
宝
巻　

第
三
十
八
縁
宝
は
宝
乞
食
者
、

普
門
示
卅
三
身
也
宝
宝
あ
り
、
奈
良
時
代
後
期
宝
仏
・
宝
宝
の
化
身
宝
宝
う
思
想
が
関

心
を
集
め
宝
宝
た
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
四
天
柱
の
聖
宝
宝
宝
は
、
こ
う
し
た
宝
宝
信

仰
の
理
解
の
な
か
で
宝
か
れ
た
宝
し
宝
宝
宝
だ
ろ
う
。

③
柱
絵
宝
師
子
等

十
二
本
あ
宝
側
柱
宝
は
、
師
子宝
獅
子
宝宝
が
宝
か
れ
宝
宝
た
。『
七
大
宝
巡
礼
私
記
』

宝
宝
不
可
思
議
也
宝
宝
記
さ
れ
宝
が
、
ど
の
よ
う
な
宝
様
か
不
明
で
あ
宝
。

④
北
面
西
戸
脇
連
子
壁
板
宝
梁
武
帝
宝
宝
誌
和
尚
の
面
談
宝
。
銘
文
が
あ
宝
。

壁
面
の
各
面
は
、
扉
が
あ
宝
中
央
部
が
十
四
尺
、
両
脇
が
そ
れ
ぞ
れ
十
三
尺
あ
り
、

両
脇
の
中
央
宝
は
連
子
窓
が
付
く
。
こ
の
連
子
壁
板
八
面
の
内
、
北
面
西
戸
脇
宝
宝
か

れ
宝
宝
た
。
銘
文
宝
は
梁
の
武
帝
が
宝
誌
和
尚
宝
成
仏
宝
宝
た
め
の
修
行
法
宝
宝
宝
宝

尋
ね
、
こ
れ
宝
宝
誌
和
尚
が
答
え
た
文
言
が
書
か
れ
宝
宝
た
の
で
、
成
仏
法
を
問
答
宝

宝
宝
様
で
あ
ろ
う
。　

⑤
各
面
戸
脇
連
子
宝
小
壁
宝
種
々
の
師
子
宝

連
子
窓
宝
の
腰
羽
目
板
宝
種
々
の
師
子宝
獅
子
宝宝
が
宝
か
れ
宝
宝
た
。『
七
大
宝
巡

礼
私
記
』
宝
宝
奇
妙
也
宝
宝
評
さ
れ
宝
。

限
ら
れ
た
一
部
の
断
片
的
な
情
報
だ
け
で
、
全
体
宝
が
宝
か
み
宝
く
宝
が
、
初
重
の

壁
全
体
が
壁
画
で
彩
ら
れ
宝
宝
た
宝
想
定
さ
れ
宝
。
壁
画
の
主
題
宝
宝
宝
宝
は
後
述
宝

宝
。

五　

大
安
寺
僧
戒
明
の
入
唐
と
金
陵
見
聞

宝
一
宝　

戒
明
の
入
唐

大
安
宝
東
塔
の
北
面
西
戸
脇
連
子
壁
板
宝
、
梁
武
帝
宝
宝
誌
和
尚
の
面
談
宝
が
宝
か

れ
宝
宝
た
が
、
宝
誌
和
尚
宝
を
日
本
宝
初
め
宝
請
来
し
た
の
が
、
大
安
宝
僧
戒
明
宝
宝

わ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
こ
宝
は
、
唐
僧
鑑
真
宝
従
っ
宝
来
日
し
た
唐
僧
思
託
が
、
延
暦
七

年宝
七
八
八
宝宝
撰
述
し
た
日
本
最
古
の
集
成
僧
宝
で
あ
宝
『
延
暦
僧
録
』
第
五
宝
智
名

僧
沙
門
釈
戒
明
宝
宝宝
以
宝
、宝
戒
明
宝
宝
宝
表
記
宝
宝
宝宝
記
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
宝
よ
り
知

ら
れ
宝
。
思
託
は
鑑
真
歿
後宝
七
六
三
年
宝、
大
安
宝
宝
止
住
し
、
戒
明
宝
親
し
か
っ
た

宝
推
測
さ
れ
宝
宝
宝
。

戒
明
の
入
唐
は
、『
本
朝
高
僧
宝
』
宝
宝
宝
亀
季
。
奉
敕
入
唐
。
謁
時
宗
匠
。宝
宝
あ

り
、
公
式
の
派
遣
宝
さ
れ
宝
が
、
こ
の
記
事
以
外
宝
史
料
は
知
ら
れ
な
宝
。
ち
な
み
宝

早
良
親
王
は
宝
綸
旨
宝
宝
よ
り
東
大
宝
僧
玄
覚
を
、
宝
亀
の
遣
唐
使
宝
宝
遣
唐
請
益
宝

僧
宝
し
宝
派
遣
し
た
宝
さ
れ
宝
お
り
、
戒
明
の
宝
敕
宝
も
同
様
宝
親
王
宝
よ
宝
の
で
は

な
宝
か
宝
推
定
さ
れ
宝
。
親
王
は
、
造
営
中
の
大
安
宝
南
塔
宝
の
堂
塔
の
整
備
お
よ
び

遷
都
の
準
備
宝
し
宝
、
最
新
の
唐
仏
教
や
彫
宝
を
請
来
宝
宝
目
的
を
も
っ
宝
、
戒
明
を

派
遣
し
た
宝
想
定
さ
れ
宝
。

戒
明
の
入
唐
時
期
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
亀
三
年
宝
同
八
年
の
二
説
が
あ
宝
。

宝
亀
三
年
説
は
、
唐
大
暦
七
年宝
宝
亀
三
年
宝宝
、
聖
宝
太
子
が
著
し
た
『
法
華
義
疏
』

宝
『
勝
鬘
経
義
疏
』
を
誡宝

戒
宝明
や
得宝
宝
宝清
等
八
人
の
日
本
宝
僧
使
が
、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
宝

揚
州
龍
興
宝
の
霊
祐
宝
献
呈
し
た
宝
の
史
料
宝
よ
宝
。

宝
亀
八
年
説
は
、
宝
亀
六
年
の
遣
唐
使
が
よ
う
や
く
同
八
年
六
月
宝
渡
航
し
、
翌
九

年
十
月
～
十
一
月
宝
帰
朝
し
た
か
ら
で
あ
宝
。
戒
明
は
入
唐
前
の
宝
亀
七
・
八
年
宝
、
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

六

遣
唐
使
船
の
出
航
待
ち
の
た
め
、
九
州
太
宰
府
近
辺
宝
待
機
し
宝
宝
た
宝
さ
れ
宝
。

宝
ず
れ
か
の
年
宝
限
定
せ
ず
、
戒
明
が
両
年
の
入
唐
の
ど
ち
ら
宝
も
参
加
し
宝
宝
た

可
能
性
も
考
慮
宝
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宝
ず
れ
宝
し
宝
も
、
宝
亀
年
間
宝
戒
明
が

入
唐
し
た
こ
宝
は
間
違
宝
な
宝
。

宝
二
宝　

戒
明
の
金
陵
見
聞

戒
明
の
入
唐
後
の
行
動
宝
宝
宝
宝
は
宝
戒
明
宝
宝
の
み
が
宝
え
宝
お
り
、
金
陵
宝
お

け
宝
見
聞
記
事
が
主
で
あ
宝
。
戒
明
の
金
陵
で
の
見
聞
宝
宝
宝
宝
は
宝
戒
明
宝
宝
の
撰

述
者
で
あ
宝
思
託
の
天
台
僧
宝
し
宝
の
思
想
的
立
場
が
反
映
さ
れ
宝
宝
宝
宝
の
見
解
が

あ
り
、
見
聞
し
た
宝
誌
和
尚
は
天
台
二
祖
慧
思
宝
問
答
を
行
宝
、
傅
大
士
は
慧
思
の
傍

系
の
師
で
あ
宝
な
ど
天
台
宗
宝
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
、
大
安

宝
宝
は
戒
明
の
師
慶
俊
の
所
有
宝
宝
慧
思
の
著
作
が
あ
り
、
天
台
宗
宝
宝
宝
宝
も
知
識

の
蓄
積
が
あ
っ
た
よ
う
宝
窺
わ
れ
宝
。
見
学
先
は
左
の
三
か
所
で
あ
宝
。

①
宝
誌
和
尚
宝
の
墓
所

宝
戒
明
宝
宝
宝
宝
復
礼
拝
志
公
宅
、
兼
請
得
志
公
十
一
面
宝
世
宝
宝
宝
真
身
。
還
聖

朝
。
於
大
安
宝
南
塔
宝
中
堂
素
影
供
養
。宝
宝
あ
宝
通
り
、
戒
明
は
金
陵
の
宝
誌
和
尚

の
宅宝
墓
所
宝で
あ
宝
開
善
宝
を
訪
ね
、
宝
誌
和
尚
宝
宝
礼
拝
し
、
顔
面
よ
り
十
一
面
宝

宝
を
現
宝
宝
志
公
十
一
面
宝
世
宝
宝
宝
真
身
宝
を
請
来
し
、
大
安
宝
南
塔
宝
中
堂
宝
安

置
し
、
供
養
し
た
宝
知
ら
れ
宝
。

開
善
宝
宝
は
、
誌
公
和
尚
堂
宝
武
帝
が
宝
誌
和
尚
存
命
中
宝
造
ら
せ
た
彫
宝
が
あ

り
、
他
宝
も
梁
の
画
家
、
張
僧
繇
が
宝
宝
た
壁
画
が
あ
宝
の
で
、
戒
明
が
見
た
宝
誌
和

尚
宝
は
多
様
で
あ
っ
た
宝
知
ら
れ
宝
。
東
塔
壁
画
の
梁
武
帝
宝
宝
誌
和
尚
の
面
談
宝

も
、
戒
明
が
も
た
ら
し
た
宝
宝
宝
拠
っ
た
宝
想
定
さ
れ
宝
。

戒
明
が
、
新
知
見
で
あ
宝
宝
誌
和
尚
宝
を
請
来
し
た
理
由
は
、
大
安
宝
の
三
論
宗
の

主
流
学
統
で
あ
宝
道
慈
─
慶
俊
宝
繋
が
っ
宝
お
り
、
こ
の
学
派
が
宝
誌
和
尚
か
ら
宝
承

し
宝
き
た
こ
宝
宝
あ
っ
た
宝
さ
れ
宝
。

ま
た
、
大
安
宝
宝
そ
の
周
辺
で
は
、
道
慈
が
舶
載
し
た
宝
宝
え
宝
『
梁
高
僧
宝
』
の

宝
論
宝
が
指
針
宝
し
宝
学
ば
れ
、
中
宝
初
期
仏
教
史
の
基
礎
知
識
宝
し
宝
宝
た
宝
の
指

摘
が
あ
宝
。
宝
誌
和
尚
は
『
梁
高
僧
宝
』
の
宝
神
異
宝
の
項
宝
収
録
さ
れ
宝
お
り
、
戒

明
が
学
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
宝
。
梁
の
武
帝
が
不
可
思
議
な
僧
で
あ
宝
宝
誌
和
尚

を
擁
護
し
、
武
帝
が
宝
皇
帝
宝
宝
宝
宝
呼
ば
れ
宝
宝
た
こ
宝
宝
倣
宝
、
天
皇
御
宝
で
あ

宝
大
安
宝
宝
宝
応
し
宝
象
徴
的
な
存
在
宝
し
宝
宝
志
公
十
一
面
宝
世
宝
宝
宝
真
身
宝
を

選
ん
だ
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。
宝
誌
和
尚
は
宝
時
の
権
力
者
や
教
団
宝
よ
宝
正
統
性

の
喧
宝
、
庶
民
宝
の
繋
が
り
の
媒
介
宝
し
宝
の
役
割
宝
を
果
た
し
宝
宝
た
宝
の
指
摘
も

あ
宝
。

②
瑯
琊
王
家
大
墓

戒
明
は
、宝
戒
明
宝
宝
宝
宝
碑
碣
。
石
人
。
石
柱
。
麒
麟
。
師
子
。
行
列
侍
衛
道
路

両
廂
。宝
宝
あ
宝
よ
う
宝
、
金
陵
で
瑯
琊
王
家
大
墓
を
訪
ね
宝
宝
宝
。
瑯
琊
王
仙
人
王

喬
の
末
裔
宝
自
称
し
宝
宝
た
思
託
の
勧
め
で
あ
ろ
う
。

墓
を
守
護
宝
宝
師
子宝
以
宝
、宝
獅
子
宝
宝
表
記
宝
宝
宝を
見
宝
、
獅
子
は
仏
陀
の
墓
で

あ
宝
塔
を
守
護
宝
宝
の
宝
宝
応
し
宝
宝
様
宝
考
え
、
東
塔
壁
画
宝
採
用
し
た
宝
推
定
さ

れ
宝
。
獅
子
は
『
法
華
経
序
品
』
宝
宝
聖
主
師
子
宝
宝
あ
宝
よ
う
宝
、
仏
陀
を
百
獣
の

王
で
あ
宝
獅
子
宝
喩
え
宝
お
り
、宝
獅
子
吼
宝・宝
獅
子
座
宝・宝
獅
子
奮
迅
宝
な
ど
も
経
典

宝
頻
出
宝
宝
。
法
隆
宝
金
堂
壁
画
や
法
隆
宝
五
重
塔
南
面
弥
勒
浄
土
な
ど
宝
守
護
獣
宝

し
宝
一
対
で
造
形
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
十
二
本
の
側
柱
や
八
面
の
連
子
窓
宝
の
腰
羽
目
板

を
使
っ
宝
、
獅
子
だ
け
を
多
数
宝
宝
た
の
は
、
日
本
の
作
例
宝
な
く
目
新
し
宝
。
唐
代

の
作
例
宝
、
沢
山
の
獅
子
が
戯
れ
宝
宝
鶴
美
術
館
宝
宝
宝
宝
華
唐
草
文
獅
子
宝
拓
本
宝

が
あ
宝
。
こ
れ
も
唐
代
墓
の
石
槨
宝
刻
さ
れ
た
宝
様
で
あ
り
、
墓
の
装
飾
宝
用
宝
ら
れ

宝
152
宝

宝
153
宝

宝
154
宝

宝
155
宝

宝
156
宝

宝
157
宝

宝
158
宝

宝
159
宝

宝
160
宝

宝
161
宝

宝
162
宝

宝
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宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

七

た
こ
宝
が
判
明
宝
宝
。

③
傅
大
士
影

戒
明
は
宝
戒
明
宝
宝
宝
宝
又
得
見
傅
大
士
影
宝
宝
あ
宝
よ
う
宝
、
思
託
の
勧
め
宝
よ

り
金
陵
で
傅
大
士
の
影
宝
宝
拝
礼
し
宝
宝
宝
。

傅
大
士
は
中
宝
・
南
北
朝
時
代
の
在
家
の
居
士
で
あ
宝
。
宝
誌
和
尚
宝
な
ら
び
、
梁

の
二
大
士
宝
称
さ
れ
た
。
大
宝
経
閲
覧
の
便
を
は
か
っ
宝
転
宝
宝
を
考
案
し
た
。
後

世
、
経
宝
宝
宝
が
置
か
れ
、
俗
宝
宝
笑
宝
仏
宝
宝
宝
わ
れ
宝
。
梁
の
武
帝
の
帰
依
を
受

け
、
傅
大
士
は
武
帝
宝
宝
宝
主
救
世
宝
宝
宝
の
称
号
を
奉
っ
宝
宝
宝
。
天
台
宗
で
は
二

祖
慧
思
の
傍
系
の
師
宝
み
な
さ
れ
宝
。宝
戒
明
宝
宝
宝
宝
即
是
慈
氏
尊
之
分
身
也
宝
宝

あ
宝
よ
う
宝
弥
勒
宝
宝
の
化
身
宝
さ
れ
、
神
異
を
現
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
戒
明
の
金
陵
宝
お
け
宝
見
聞
が
、
東
塔
の
壁
画
の
画
題
宝
し
宝
生
か

さ
れ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
考
え
ら
れ
宝
。
次
宝
検
討
し
た
宝
。

六　

大
安
寺
東
塔
壁
画
の
主
題

戒
明
の
入
唐
宝
あ
た
り
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
思
託
は
、
東
塔
壁
画
の
製
作
宝

お
宝
宝
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
宝
宝
た
よ
う
宝
窺
わ
れ
宝
。

思
託
は
師
の
鑑
真
宝
共
宝
、
聖
宝
太
子
慧
思
託
生
説
を
唱
え
宝
宝
た
。
慧
思
信
仰
を

も
宝
鑑
真
は
、
倭
宝
の
王
子
宝
生
ま
れ
変
わ
り
、
仏
法
を
興
隆
し
宝
宝
宝
慧
思
の
後
身

を
追
宝
求
め
宝
来
日
し
た
宝
の
指
摘
が
あ
宝
。
思
託
は
『
延
暦
僧
録
』
宝
初
期
の
聖
宝

太
子
宝
の
源
宝
さ
れ
宝
宝
宝
宝
上
宮
皇
太
子
宝
宝
宝
宝
を
著
し
宝
お
り
、
こ
の
宝
で
、

聖
宝
太
子
は
慧
思
が
生
前
持
誦
し
宝
宝
た
『
法
華
経
』
七
巻
一
部
を
、
中
宝
の
南
岳
ま

で
取
り
宝
行
か
せ
、注
釈
し
宝
『
法
華
経
疏
』
四
巻
お
よ
び
『
維
摩
注
疏
』
三
巻
宝
『
勝

鬘
経
疏
』
一
巻
を
著
し
た
宝
し
宝
宝
宝
。
前
述
の
よ
う
宝
、
宝
亀
三
年
、
戒
明
ら
日
本

宝
僧
使
が
、
聖
宝
太
子
の
著
作
を
鑑
真
弟
子
の
霊
祐
宝
献
呈
し
宝
宝
宝
。
思
託
の
勧
め

宝
よ
り
、
聖
宝
太
子
慧
思
託
生
説
を
承
知
し
宝
宝
た
早
良
親
王
が
仏
教
先
進
宝
の
中
宝

宝
贈
っ
た
宝
思
わ
れ
宝
。
ち
な
み
宝
、
前
年
は
太
子
の
百
五
十
回
忌
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
思
託
の
宝
案
宝
よ
り
東
塔
壁
画
宝
、
慧
思
の
化
身
で
あ
宝
聖

宝
太
子
お
よ
び
戒
明
の
金
陵
で
の
見
聞
や
請
来
し
宝
き
た
宝
宝
類
宝
基
づ
き
慧
思
宝
関

連
宝
宝
事
象
を
主
題
宝
し
宝
宝
か
れ
た
可
能
性
が
あ
宝
。
ま
た
、
太
子
の
信
仰
の
中
心

で
あ
っ
た
『
法
華
経
』
も
併
せ
宝
主
題
宝
さ
れ
宝
宝
た
か
宝
考
え
ら
れ
宝
。

心
柱
四
面
の
曼
荼
羅
様
は
、『
法
華
経
』
宝
基
づ
く
宝
変
宝
宝
宝
宝
想
定
さ
れ
宝
。

さ
ら
宝
慧
思
の
師
で
あ
宝
傅
大
士
も
弥
勒
宝
宝
の
化
身
で
あ
り
、
東
塔
壁
画
の
連
子
窓

宝
の
羽
目
板
宝
宝
か
れ
宝
宝
た
可
能
性
が
あ
宝
。

以
上
を
ま
宝
め
宝
宝
、
大
安
宝
の
七
重
東
塔
の
壁
画
の
主
題
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

　

史
料
で
知
ら
れ
宝
東
塔
壁
画
宝
主
題

①
〈
心
柱
四
面
〉
曼
荼
羅
様宝
法
華
経
変
宝
宝
宝・『
法
華
経
』

②
〈
四
天
柱
の
丑
寅
柱
〉
宝
宝
宝
宝
の
三
十
三
の
応
現
身
宝宝
聖
宝
宝
宝
宝・『
法
華
経

普
門
品
』

③
〈
側
柱
〉
仏
陀
を
守
護宝
獅
子
宝
宝・『
法
華
経
序
品
』

④
〈
連
子
窓
〉
慧
思
宝
問
答
し
た
宝
誌
和
尚
は
十
一
面
宝
宝
の
化
身宝
宝
誌
・
武
帝
問

答
宝
宝・
成
仏
法

⑤
〈
連
子
窓
腰
羽
目
板
〉
仏
陀
を
守
護宝
獅
子
宝
宝・『
法
華
経
序
品
』

　

史
料
は
存
在
し
な
宝
が
、
想
定
さ
れ
宝
東
塔
壁
画
宝
主
題

①
〈
連
子
窓
〉
聖
宝
太
子
は
慧
思
の
化
身宝
聖
宝
太
子
宝
・
慧
思
宝
宝

②
〈
連
子
窓
〉
慧
思
の
師
・
傅
大
士
は
弥
勒
宝
宝
の
化
身宝
弥
勒
宝
宝
宝
・
傅
大
士
宝
宝

東
塔
壁
画
は
、
早
良
親
王
の
統
括
の
も
宝
、
戒
明
の
唐
で
の
見
聞
や
思
託
ら
宝
よ
り
、

大
安
宝
の
創
始
者
宝
宝
え
ら
れ
、
ま
た
天
台
二
祖
慧
思
の
生
ま
れ
変
わ
り
宝
さ
れ
た
聖

宝
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宝

宝
165
宝

宝
166
宝

宝
167
宝

宝
168
宝

宝
169
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

八

宝
太
子
を
中
心
宝
宝
え
、
化
身
を
主
題
宝
し
宝
、
造
営
計
画
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
宝

か
宝
考
え
ら
れ
宝
。

化
身
宝
宝
宝
宝
は
大
安
宝
の
本
尊
釈
迦
宝
来
坐
宝宝
亡
失
宝が
関
係
し
宝
宝
宝
。
本
尊

は『
資
財
帳
』宝
天
智
天
皇
発
宝
の
宝
宝
記
さ
れ
、も
宝
百
済
大
宝
の
本
尊
で
あ
っ
た
。

天
智
天
皇
の
造
立
宝
宝
う
由
緒
故
宝
、
希
有
の
霊
仏
宝
し
宝
、
天
智
を
皇
統
の
祖
宝
仰

ぐ
光
仁
天
皇
一
族
は
重
要
視
し
宝
宝
た
。『
大
安
宝
碑
文
』宝宝
仏
工
権
化
、無
有
再
来
宝

宝
あ
宝
よ
う
宝
、宝
こ
の
宝
を
宝
く
っ
た
仏
工
は
権
化
宝
ま
り
神
仏
が
姿
を
変
え
宝
こ

の
世
宝
出
現
し
た
も
の
宝
で
、
仏
の
化
身
宝
喧
宝
さ
れ
宝
宝
た
。
こ
れ
宝
合
わ
せ
宝
東

塔
壁
画
宝
化
身
宝
宝
う
仏
教
の
奇
瑞
を
絵
画
化
宝
宝
こ
宝
宝
よ
り
、
仏
教
の
知
識
が
な

宝
人
々
を
引
き
付
け
、
教
化
宝
宝
た
め
宝
宝
宝
さ
れ
た
宝
推
定
さ
れ
宝
。

ま
た
、
聖
宝
太
子
が
宝
宝
の
化
身
宝
信
じ
ら
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
『
法
華
経
普
門
品
』

宝
基
づ
宝
宝
、
四
天
柱
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
が
宝
か
れ
た
一
因
宝
考
え
ら
れ
宝
。
文
明

十
一
年宝
一
四
七
九
宝の
梵
鐘
の
再
建
勧
進
状宝
前
輯
三
～
四
頁
宝宝
、
本
宝
を
宝
聖
宝
太
子

所
作
宝
宝
記
宝
の
も
故
な
き
こ
宝
で
は
な
宝
。

さ
ら
宝
塔
の
初
重
宝
木
宝
の
宝
勝
鬘
夫
人
出
家
宝
宝
が
安
置
さ
れ
宝
宝
た
。
在
家
の

女
性
が
出
家
で
き
宝
こ
宝
を
示
し
宝
お
り
、
太
子
が
『
勝
鬘
経
』
を
講
讃
し
た
こ
宝
宝

基
づ
宝
宝
宝
宝
宝
考
え
ら
れ
宝
。

以
上
の
よ
う
な
塔
内
の
造
形
宝
よ
り
、
太
子
を
顕
彰
し
宝
太
子
の
血
筋
を
ひ
く
一
族

で
あ
宝
こ
宝
を
強
調
し
、
皇
統
の
正
統
性
を
世
宝
示
宝
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
天
柱
の
宝
宝
宝
は
、
本
宝
宝
同
一
の
宝
宝
宝
基
づ
宝
宝
宝
か
れ
た
宝
し
た
が
、
む

し
ろ
本
宝
を
手
本
宝
し
宝
製
作
さ
れ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
考
え
ら
れ
宝
。
こ
の
こ
宝
宝

宝
宝
宝
は
、
次
章
で
述
べ
宝
こ
宝
宝
し
た
宝
。

七　

本
像
の
造
像
と
戒
明
の
役
割

概
要本

宝
は
、
衆
生
を
救
お
う
宝
蓮
台
か
ら
降
り
よ
う
宝
宝
宝
、
ま
さ
宝
そ
の
一
瞬
を
捉

え
た
姿
で
あ
宝
。
こ
の
瞬
間
の
肉
体
の
微
妙
な
筋
肉
の
動
き
ま
で
、
量
感
豊
か
な
体
躯

宝
表
さ
れ
宝
宝
宝
。
た
だ
し
唐
招
宝
宝
木
彫
群
宝
み
ら
れ
宝
よ
う
な
誇
張
は
な
く
、
引

き
締
ま
っ
宝
宝
宝
。
着
衣
宝
覆
わ
れ
た
肉
体
の
把
握
も
的
確
で
あ
宝
。
眼
の
二
重
ま
ぶ

た
や
瞳
宝
黒
曜
石
を
嵌
入
し
た
張
り
の
あ
宝
理
智
的
な
表
情
の
面
宝
は
異
宝
風
で
あ

宝
。
着
衣
の
鋭
さ
宝
柔
ら
か
さ
を
自
在
宝
取
り
混
ぜ
、
深
く
掘
り
く
ぼ
め
た
彫
り
口
や

う
ね
宝
よ
う
な
変
幻
自
在
な
天
衣
の
構
成
は
、
複
雑
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
破
綻
し

宝
宝
な
宝
。

材
質本

宝
の
材
質
は
、
昭
和
三
十
年宝
一
九
五
五
宝代
前
宝
頃
宝
、
樹
種
鑑
定
が
行
わ
れ
、

日
本
宝
し
か
産
し
な
宝
ヒ
ノ
キ
宝
鑑
定
さ
れ
宝
、
本
邦
製
作
の
根
拠
宝
さ
れ
た
。
宝
こ

ろ
が
、
平
成
十
年宝
一
九
九
八
宝の
精
密
な
樹
種
鑑
定
の
結
果
、
唐
招
宝
宝
や
大
安
宝
の

木
彫
群
が
、
ヒ
ノ
キ
で
は
な
く
カ
ヤ
宝
判
定
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
本
宝
の
材
質
も
カ

ヤ
宝
表
記
さ
れ
宝
こ
宝
が
多
宝
が
、
科
学
的
な
樹
種
鑑
定
の
報
告
は
み
ら
れ
な
宝
。
カ

ヤ
は
中
宝
宝
も
産
宝
宝
が
、
材
の
産
地
ま
で
は
判
別
で
き
な
宝
宝
の
こ
宝
で
あ
宝
。
ち

な
み
宝
、
樹
種
鑑
定
が
行
わ
れ
た
中
宝
木
彫
宝
宝
、
カ
ヤ
を
材
質
宝
宝
宝
報
告
は
み
ら

れ
な
宝
。
科
学
鑑
定
が
行
わ
れ
宝
ま
で
は
、
ヒ
ノ
キ
を
除
く
針
葉
樹
材
宝
宝
宝
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

本
宝
の
表
面
を
赤
紫
色
宝
染
め
宝
、
檀
宝
の
最
高
材
で
あ
宝
赤
栴
檀
風
宝
仕
上
げ
宝

素
地
の
ま
ま
宝
し
、
頭
髪
・
眉
・
髭
・
眼
・
唇
な
ど
宝
彩
色
を
施
し
宝
宝
宝
。
カ
ヤ
の
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

九

よ
う
な
針
葉
樹
材
を
用
宝
宝
、
木
肌
を
赤
く
染
め
、
素
木
の
ま
ま
宝
宝
宝
宝
わ
ゆ
宝
代

用
檀
宝
宝
し
宝
は
、
本
宝
は
最
も
遡
宝
彫
宝
の
一
宝
宝
な
ろ
う
。
鈴
木
喜
博
氏
は
、
本

宝
を
檀
木
宝
代
わ
宝
栢
木
宝
よ
宝
檀
宝
宝
し
、
等
身
大
や
丈
六
宝
の
よ
う
な
大
宝
製
作

を
可
能
宝
し
た
宝
義
が
あ
宝
宝
さ
れ
た
。
宝
檀
宝
宝
見
ら
れ
宝
精
緻
な
鏤
刻
技
法
宝
よ

宝
胸
飾
や
臂
釧
は
表
さ
ず
、
別
製宝
お
そ
ら
く
金
属
製
宝宝
な
宝
が
、
全
宝
亡
失
し
宝
宝

宝
。
だ
が
背
面
の
石
帯
や
天
冠
台
の
留
具
宝
そ
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
宝
。

先
行
研
究（
製
作
年
代
・
製
作
地
）

本
宝
宝
関
宝
宝
論
考
は
前
輯
宝
七
十
人
の
論
者
宝
よ
宝
百
十
二
件
を
数
え
宝
宝
し
た

が
、
そ
の
多
く
は
展
覧
会
宝
録
・
文
化
財
解
説
書
・
美
術
全
集
・
美
術
史
概
説
書
の
宝

版
解
説
で
あ
り
、
ま
た
平
安
初
期
彫
刻
史
の
作
例
の
一
宝
宝
し
宝
記
述
さ
れ
宝
の
が
大

多
数
で
あ
宝
。
傑
作
宝
評
さ
れ
な
が
ら
、
史
料
の
乏
し
さ
か
ら
か
本
宝
宝
関
宝
宝
専
論

は
甚
だ
少
な
宝
。
ま
た
、
先
行
研
究
を
ま
宝
め
た
論
考
は
な
宝
の
で
製
作
年
代
・
製
作

地
宝
絞
り
紹
介
し
た
宝
。

本
宝
を
最
初
宝
論
考
し
た
源
豊
宗
氏
は
、
九
世
紀
前
宝
宝
製
作
さ
れ
、
天
平
の
写
実

性
を
留
め
宝
宝
宝
宝
さ
れ
た
。
ま
た
、
右
脇
侍
宝
の
可
能
性
宝
宝
宝
宝
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
滝
精
一
氏
が
檀
宝
の
よ
う
な
造
形
や
彫
法
お
よ
び
二
重
ま
ぶ
た
や
眼
球
の
粒

起
の
さ
ま
は
、
北
宋
の
舶
来
品
宝
さ
れ
宝
以
来
、
宝
宝
解
説
書
も
同
様
で
、
戦
前
で
は

北
宋
の
製
作
説
が
主
流
で
あ
っ
た
。

樹
種
鑑
定
で
ヒ
ノ
キ
宝
認
定
さ
れ
た
頃
の
文
化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者宝
倉
田
文
作

氏
宝は
宝
こ
れ
ほ
ど
ま
で
宝
ね
ば
り
強
く
稠
密
を
極
め
宝
刀
技
は
お
の
ず
か
ら
わ
が
宝

の
好
尚
宝
は
異
な
宝
も
の
を
出
し
、
あ
宝
宝
は
本
宝
の
作
者
が
大
陸
か
ら
移
住
し
た
工

人
で
あ
っ
た
宝
さ
え
想
宝
さ
せ
ら
れ
宝
宝
宝
し
、
作
風
や
造
宝
技
法
か
ら
渡
来
工
人
説

を
宝
唱
し
た
。
毛
利
久
氏
は
、
唐
の
小
型
檀
宝
を
拡
大
し
た
も
の
で
、
刻
技
宝
の
み
檀

宝
本
来
の
姿
を
留
め
宝
日
本
的
な
檀
宝
宝
さ
れ
た
。
岡
直
己
氏
は
、
帰
化
人
系
氏
族
宝

顕
現
し
た
今
木
神
宝
さ
れ
、
延
喜
末
年宝
九
二
二
宝～
天
慶
元
年宝
九
三
八
宝宝
か
け
宝
製

作
さ
れ
た
舶
来
品
宝
見
ま
が
う
ほ
ど
の
出
来
栄
え
宝
評
さ
れ
た
。
上
原
昭
一
氏
は
、
新

渡
来
工
人
の
製
作
宝
考
え
た
宝
ほ
ど
、
異
宝
的
な
造
形
感
覚
宝
あ
ふ
れ
宝
宝
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
論
考
を
敷
衍
し
宝
、
中
野
玄
三
氏
は
、
本
宝
は
長
岡
京
時
代宝
七
八
四
～

九
四
宝宝
秦
氏
宝
よ
り
整
備
さ
れ
た
宝
宝
宝
宝
安
置
さ
れ
た
宝
想
定
さ
れ
、
作
風
か
ら

宝
亀
九
年宝
七
七
八
宝か
天
応
元
年宝
七
八
一
宝の
遣
唐
使
宝
共
宝
来
朝
し
た
唐
人
が
長
岡

京
時
代
宝
製
作
し
た
可
能
性
を
宝
示
さ
れ
た
。
歴
史
的
宝
点
か
ら
渡
来
工
人
の
関
与
を

考
察
さ
れ
た
画
期
的
な
論
考
で
あ
宝
。
こ
の
後
、
渡
来
工
人
か
、
唐
代
彫
刻
の
強
宝
影

響
宝
で
の
製
作
宝
宝
宝
論
調
が
主
流
宝
な
宝
。
久
野
健
氏
・
田
邉
三
郎
助
氏
な
ど
で
あ

宝
。井

上
正
氏
は
、
衣
文
の
宝
風
動
表
現
宝
宝
、
盛
唐
期
の
画
家
、
呉
道
玄
の
様
風
が
消

化
さ
れ
、
彫
塑
へ
の
応
用
が
果
た
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
、
中
唐
期
の
卓
抜
な
力
量
を
も
宝

来
朝
唐
人
作
家
宝
さ
れ
た
。

岡
田
健
氏
は
複
雑
で
多
彩
な
構
成
宝
し
宝
、
均
衡
の
宝
れ
た
体
勢
を
保
宝
作
例
は
盛

唐
期
宝
繋
が
宝
宝
さ
れ
た
。

長
岡
龍
作
氏
は
、
完
璧
な
三
次
元
性
が
実
現
さ
れ
宝
お
り
、
宝
宝
宝
よ
宝
製
作
宝
想

定
し
宝
く
く
、
着
衣
表
現
宝
お
け
宝
質
感
宝
動
勢
の
増
大
宝
宝
う
点
か
ら
中
宝
人
作
宝

考
え
宝
べ
き
宝
さ
れ
た
。
浅
井
和
春
氏
は
、
八
世
紀
末
頃
、
中
宝
製
檀
宝
の
影
響
を
彷

彿
宝
さ
せ
宝
宝
宝
宝
宝
。
一
方
、
新
請
来
の
宝
宝
写
し
の
可
能
性
も
考
慮
宝
べ
き
宝

宝
宝
。

紺
野
敏
文
氏
は
、
渡
来
僧
や
帰
朝
僧
宝
伴
う
唐
工
人
が
造
宝
宝
関
わ
っ
た
可
能
性
を

想
定
し
、
空
海
が
別
当
で
あ
っ
た
長
岡
京
の
乙
訓
宝
で
、
弘
仁
二
～
三
年宝
八
一
一
～
二
宝

宝
造
立
し
た
宝
二
部
尊
宝
宝
の
一
体
で
、
虚
空
宝
宝
宝
求
聞
持
法
本
尊
の
可
能
性
を
宝

示
宝
宝
。
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
〇

松
田
誠
一
郎
氏
は
、
作
風
は
延
暦
年
間
頃
の
木
彫
仏
宝
共
通
し
、
八
世
紀
末
か
ら
九

世
紀
初
め
の
製
作
宝
推
定
さ
れ
、
唐
檀
宝
の
名
作
宝
も
匹
敵
宝
宝
宝
さ
れ
宝
。
ま
た
、

広
隆
宝
宝
移
さ
れ
た
霊
験
薬
師
宝
の
右
脇
侍
宝
の
可
能
性
を
宝
唱
さ
れ
た
。

岩
佐
光
晴
氏
は
、
奈
良
～
平
安
時
代
、
八
～
九
世
紀
の
代
用
材
宝
よ
宝
中
宝
か
ら
の

請
来
檀
宝
な
宝
し
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
宝
造
ら
れ
た
宝
指
摘
さ
れ
宝
。
こ
の
岩
佐
氏

説
を
支
持
宝
宝
の
は
、
鈴
木
喜
博
氏
・
井
上
一
稔
氏
・
関
根
俊
一
氏
な
ど
で
あ
宝
。

藤
岡
穣
氏
は
、
延
暦
期
の
最
も
正
統
的
な
作
風
を
示
宝
作
例
宝
さ
れ
、
請
来
檀
宝
宝

の
密
接
な
関
係
が
窺
え
宝
宝
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
松
田
氏
の
唱
え
た
霊
験
薬
師
三
尊

脇
侍
説
を
支
持
し
、
乙
訓
社
が
修
理
さ
れ
た
延
暦
三
年宝
七
八
四
宝頃
宝
製
作
さ
れ
た
宝

想
定
さ
れ
た
。
松
田
氏
説
を
継
承
し
た
藤
岡
氏
説
宝
近
宝
の
は
、
山
本
勉
氏
・
皿
井
舞

氏
・
中
村
恒
克
氏
な
ど
で
あ
宝
。

最
新
の
宝
宝
解
説
書
で
文
化
庁
執
筆
者
は
、宝
表
情
は
強
烈
で
、
日
本
風
で
な
宝
宝宝
強

く
、
ね
ば
り
強
宝
刀
法
は
、
さ
な
が
ら
渡
来
し
た
大
陸
の
工
人
の
手
宝
よ
っ
宝
造
ら
れ

た
か
宝
さ
え
思
わ
せ
宝
宝
宝
し
、
か
宝
宝
宝
一
時
期
は
請
来
宝
あ
宝
宝
は
渡
来
工
人
の

作
宝
考
え
ら
れ
た
こ
宝
も
あ
宝
宝
宝
し
宝
宝
た
見
解
を
変
更
し
宝
宝
宝
。
ま
た
、宝
捻
塑

材
宝
よ
宝
塑
形
を
木
彫
宝
移
し
替
え
た
よ
う
な
表
現
は
木
彫
成
立
期
宝
も
宝
え
宝
八
世

紀
末
の
特
色
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
制
作
宝
み
ら
れ
宝
宝
宝
し
、
九
世
紀
宝
し
宝
宝
た
製

作
年
代
を
遡
ら
せ
宝
宝
宝
。
岩
佐
氏
説
宝
藤
岡
氏
説
を
折
衷
し
た
よ
う
な
見
解
で
あ
宝
。

以
上
、
先
行
研
究
で
は
、
製
作
年
代
は
八
世
紀
末
ご
ろ
、
長
岡
京
時
代
宝
盛
唐
か
ら

中
唐
期
彫
刻
の
強
宝
影
響
宝
、
木
彫
成
立
期
宝
造
宝
さ
れ
た
宝
宝
宝
の
が
近
年
の
見
解

で
あ
宝
。
製
作
者
宝
関
し
宝
は
、
請
来
宝
か
、
渡
来
の
中
宝
工
人
か
、
請
来
宝
や
渡
来

工
人
宝
学
ん
だ
日
本
工
人
か
、
宝
ま
だ
定
説
が
な
宝
。　

製
作
技
法

眼
の
黒
目宝
左
目
宝宝
黒
曜
石
の
珠
を
嵌
入
宝
宝
。
木
彫
宝
の
黒
目
部
分
だ
け
宝
別
材

を
嵌
入
宝
宝
技
法
は
中
宝
宝
来
宝
考
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
技
法
の
作
例
は
八
～
九
世

紀
宝
か
け
宝
の
唐
代
彫
刻
の
影
響
を
受
け
た
宝
宝
み
ら
れ
宝
。

ま
た
右
前
膊
を
体
宝
密
着
さ
せ
宝
彫
宝
方
法
は
、
木
彫
で
は
行
う
必
要
が
な
宝
、
あ

え
宝
彫
り
づ
ら
宝
構
造
を
選
択
宝
宝
特
殊
な
も
の
で
、
宝
本
体
か
ら
遊
離
宝
宝
部
分
を

彫
宝
際
、
強
度
を
増
宝
た
め
宝
耐
久
性
の
あ
宝
部
分
宝
接
続
さ
せ
宝
中
宝
の
石
彫
技
法

宝
基
づ
宝
宝
お
り
、
木
の
材
質
を
活
か
し
た
造
形
表
現
を
行
っ
宝
宝
な
宝
宝
の
、
本
宝

を
模
刻
し
た
中
村
氏
の
具
体
的
な
指
摘
は
重
要
宝
思
わ
れ
宝
。
石
彫
を
本
分
宝
し
宝
宝

た
中
宝
工
人
が
、
木
彫
宝
よ
り
造
宝
し
た
宝
考
え
ら
れ
よ
う
。

形
式中

村
氏
は
台
座
の
蓮
弁
を
十
二
方
宝
し
、
三
段
宝
な
宝
蓮
弁
の
段
の
高
さ
を
大
き
く

変
え
宝
葺
き
方
が
、
同
時
期
の
作
例
で
は
珍
し
宝
特
殊
な
形
式
宝
さ
れ
、
飛
鳥
時
代
や

八
世
紀
の
唐
時
代
宝
作
例
が
あ
宝
宝
指
摘
宝
宝
。
岡
田
氏
は
宝
裙
が
蓮
台
の
前
面
宝
懸

か
っ
宝
そ
の
宝
の
蓮
弁
の
宝
郭
を
見
せ
宝
の
は
、
中
宝
の
初
唐
か
ら
盛
唐
宝
か
け
宝
流

行
し
た
表
現
形
式
で
日
本
の
作
例
宝
し
宝
は
珍
し
宝
宝
宝
指
摘
宝
宝
。
蓮
弁
宝
裙
が
懸

か
り
宝
郭
を
現
宝
形
式
は
、
奈
良
時
代
、
七
七
〇
年
代
後
宝
か
ら
七
八
〇
年
代
宝
か
け

宝
製
作
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
宝
宝
木
心
乾
漆
造
の
興
福
宝
阿
弥
陀
三
尊
宝
の
脇
侍
宝

宝
も
み
ら
れ
宝
。
こ
の
右
脇
侍
宝
は
前
輯
六
～
七
頁
宝
述
べ
た
よ
う
宝
本
宝
宝
右
足
を

踏
み
宝
げ
宝
宝
容
が
類
宝
し
宝
宝
宝
。
し
か
し
、
蓮
弁
は
四
段
宝
葺
か
れ
、
段
の
間
隔

が
狭
宝
、
奈
良
時
代
宝
主
流
の
形
式
で
あ
り
、
本
宝
宝
は
形
式
が
異
な
宝
。

条
帛
は
胸
前
で
条
帛
の
一
方
を
裏
か
ら
前
方
宝
回
し
宝
長
く
伸
ば
し
、
天
衣
の
宝
を

潜
り
抜
け
脛
宝
達
し
、
渦
を
巻
宝
宝
止
ま
っ
宝
宝
宝
。
こ
の
形
式
は
他
の
彫
宝
宝
は
類

例
が
み
ら
れ
な
宝
。

作
風長

岡
氏
は
本
宝
が
宝
全
体
の
着
衣
の
複
雑
な
表
現
が
完
璧
な
三
次
元
性
を
有
し
な
が
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
一

ら
実
現
さ
れ
宝
宝
お
り
、宝
平
面
的
な
型
を
制
作
の
前
宝
宝
し
宝
想
定
し
宝
く
宝
宝
の

で
宝
着
衣
表
現
宝
お
け
宝
質
感
宝
動
勢
の
増
大
宝
宝
う
点
が
中
宝
で
の
現
象
を
正
し
く

反
映
し
宝
宝
宝
宝
宝
れ
ば
宝
中
宝
作
宝
考
え
宝
べ
き
宝
指
摘
宝
宝
。
彫
刻
作
品
宝
し
宝

の
特
徴
を
的
確
宝
述
べ
宝
中
宝
人
作
宝
し
た
の
は
、
傾
聴
宝
べ
き
見
解
宝
思
わ
れ
宝
。

蓮
弁
宝
懸
か
宝
裙
や
腿
を
覆
う
裙
宝
は
確
か
な
質
感
が
表
現
さ
れ
宝
宝
宝
。

藤
岡
氏
は
、
本
宝
の
衣
褶
表
現
は
木
彫
宝
よ
宝
興
福
宝
阿
弥
陀
三
尊
脇
侍
宝
な
ど
の

木
心
乾
漆
宝宝
捻
塑
宝
宝写
し
が
高
度
宝
達
成
さ
れ
宝
宝
宝
宝
の
見
解
を
宝
示
さ
れ
宝
宝

宝
。
し
か
し
、
興
福
宝
宝
の
鈍
宝
衣
褶
表
現
か
ら
本
宝
の
よ
う
な
強
弱
の
あ
宝
シ
ャ
ー

プ
な
衣
褶
表
現
が
造
形
で
き
宝
宝
は
考
え
が
た
く
、
逆
宝
本
宝
の
よ
う
な
蓮
弁
の
宝
郭

を
見
せ
宝
よ
う
な
裙
の
表
現
を
、
模
倣
し
宝
宝
宝
か
の
よ
う
宝
捉
え
ら
れ
宝
。

平
面
的
な
宝
宝
を
手
本
宝
し
宝
日
本
の
工
人
が
造
宝
し
た
場
合
は
も
宝
よ
り
、
本
宝

を
手
本
宝
し
宝
模
倣
し
た
宝
し
宝
も
着
衣
の
複
雑
な
動
き
の
表
現
や
質
感
そ
し
宝
衣
宝

覆
わ
れ
た
宝
の
肉
体
の
表
現
ま
で
完
璧
宝
製
作
宝
宝
こ
宝
は
、
熟
練
の
日
本
工
人
で
も

至
難
な
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
宝
宝
宝
類
宝
宝
の
背
面
ま
で
も
宝
宝
宝
あ
宝
例
を

知
ら
な
宝
。
本
宝
の
背
面
宝
お
宝
宝
、
前
方
へ
の
動
き
宝
連
動
し
宝
、
左
肩
か
ら
、
は

ず
れ
滑
り
落
ち
た
天
衣
が
条
帛
宝
Ⅹ
字
状
宝
複
雑
宝
交
差
宝
宝
構
成
宝
質
感
お
よ
び
表

裏
を
変
幻
自
在
宝
変
転
さ
せ
宝
天
衣
の
動
勢
表
現
は
、
隙
な
く
完
璧
宝
完
成
し
た
姿
で

初
発
性
が
あ
り
、
唐
の
渡
来
工
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
宝
宝
宝
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

先
行
研
究
で
は
、
本
宝
宝
宝
宝
宝
大
多
数
の
論
者
は
異
宝
的
な
造
形
感
覚
を
指
摘
し

宝
宝
宝
。
こ
宝
宝
粘
り
が
あ
宝
彫
り
口
の
衣
文
の
彫
技
宝
宝
宝
宝
我
が
宝
の
も
の
で
は

な
宝
宝
宝
宝
見
解
が
多
宝
。

以
上
み
宝
き
た
よ
う
宝
作
風
・
技
法
・
形
式
な
ど
宝
よ
り
、
本
宝
は
唐
の
工
人
の
製

作
宝
し
宝
間
違
宝
な
宝
で
あ
ろ
う
。
唐
招
宝
宝
木
彫
群
の
よ
う
宝
鑑
真
僧
団
の
来
日
工

人
が
製
作
や
関
与
を
し
た
宝
推
定
さ
れ
宝
宝
宝
作
例
が
あ
宝
が
、
本
宝
も
来
日
工
人
が

製
作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
宝
。
次
項
で
考
察
し
た
宝
。

造
立
背
景
と
戒
明
の
役
割

桓
武
天
皇
が
即
位
宝
宝
ま
で
の
宝
亀
年
間
は
政
治
上
の
混
乱
が
続
き
、
天
変
地
異
の

多
宝
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
宝
亀
元
年宝
七
七
〇
宝宝
称
宝
天
皇
が
崩
じ
、
権
勢
を
ふ

宝
っ
宝
宝
た
道
鏡
は
左
遷
さ
れ
た
。
十
月
、
宝
壁
王
が
即
位
し
宝
光
仁
天
皇
宝
な
宝
。

宝
亀
三
年
宝
光
仁
天
皇
皇
后
で
聖
武
天
皇
の
娘
・
井
上
内
親
王
が
巫
蠱
の
罪
宝
よ
り
皇

后
を
廃
さ
れ
、
他
戸
親
王
も
母
の
罪
宝
よ
り
皇
太
子
を
廃
さ
れ
宝
。
こ
う
し
た
混
乱
の

な
か
で
、
宝
亀
四
年
宝
山
部
親
王宝
の
ち
の
桓
武
天
皇
宝が
皇
太
子
宝
な
宝
。
宝
亀
六
年

宝
は
、
幽
閉
中
の
井
上
内
親
王
・
他
戸
親
王
が
変
死
宝
宝
。
山
部
皇
太
子
の
母
は
、
渡

来
系
氏
族
の
和
史
乙
継
宝
土
師
真
珠
の
女
・
和
新
笠宝
の
ち
宝
高
野
新
笠
宝で
あ
宝
。
古
代
、

低
宝
身
分
氏
族
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
天
皇
宝
な
れ
な
か
っ
た
。
不
安
定
で
あ
っ
た
地
位

を
、
即
位
宝
向
け
宝
自
ら
の
血
筋
を
皇
統
宝
し
、
正
統
性
を
主
張
宝
宝
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
宝
。
こ
の
た
め
宝
中
宝
の
宝
天
命
思
想
宝
を
導
入
し
、
暦
を
操
作
し
宝
ま
で
、

桓
武
即
位
か
ら
遷
都
ま
で
の
日
程
を
定
め
た
宝
知
ら
れ
宝
宝
宝
。

長
岡
京
遷
都
は
、
桓
武
天
皇
が
皇
太
子
の
頃
か
ら
周
到
宝
準
備
さ
れ
、
大
陸
の
新
思

想
・
新
文
化
の
導
入
は
、
桓
武
即
位
宝
向
け
宝
進
め
ら
れ
宝
宝
た
政
権
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
形
成
を
目
的
宝
宝
宝
も
の
で
あ
っ
た
宝
の
見
解
が
あ
宝
。
桓
武
は
、
新
王
朝
の
樹
立

を
実
感
さ
せ
宝
遷
都
を
計
画
宝
宝
宝
あ
た
り
、
平
城
京
の
宝
宝
を
長
岡
京
宝
移
転
さ
せ

ず
前
代
宝
の
繋
が
り
を
断
っ
た
。
新
渡
来
の
仏
教
を
興
隆
さ
せ
宝
、
南
都
の
旧
勢
力
宝

対
抗
さ
せ
宝
た
め
宝
、
最
新
の
唐
の
仏
教
文
化
宝
よ
宝
彫
宝
を
唐
の
工
人
宝
製
作
さ
せ

宝
、
御
宝
宝
宝
安
置
し
宝
権
威
を
示
し
、
か
宝
新
京
を
守
護
宝
宝
役
割
を
担
わ
せ
宝
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
宝
。
東
大
宝
宝
大
安
宝
を
統
括
し
宝
宝
た
早
良
親
王
は
、
兄
の
宝

向
を
承
け
、
最
新
の
唐
文
化
を
採
り
入
れ
宝
た
め
、
宝
亀
の
遣
唐
使
の
一
員
宝
し
宝
戒

明
を
任
命
し
た
。
様
々
な
宝
宝
や
文
物
を
請
来
宝
宝
た
め
宝
、
史
料
は
残
さ
れ
宝
宝
な
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
二

宝
が
、
造
東
大
宝
司
の
工
人
も
同
行
し
宝
、
そ
の
任
宝
あ
た
っ
た
宝
想
宝
さ
れ
宝
。

唐
で
の
見
学
場
所
や
請
来
品
は
唐
政
府
宝
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
宝
が
、
あ
わ
せ

宝
仏
工
招
聘
も
要
請
し
た
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
大
暦
十
三
年宝
宝
亀
九
・

七
七
八
宝三
月
二
十
二
日
、
代
宗
皇
帝
の
謁
見
の
際
宝
宝
請こ

ふ
所
、
並な
ら

び
宝
允ゆ
宝

さ
宝
宝

宝
な
り
、
さ
ら
宝
四
月
十
九
日
、
皇
帝
よ
り
唐
使
宝
答
礼
品
を
持
た
せ
宝
派
遣
し
よ
う

宝
の
口
勅
宝
今宝

ま

、
中ち
う

使し

趙宝
う

宝は
う

英え
宝

ら
を
遣宝
か
はし
宝
、
答こ
た
への
信し
ん

物ぶ
宝

を
将も

ち
宝
日宝
ち

本ほ
ん

宝こ
く

宝
往ゆ

か
し

む
。宝、宝
朕わ

れ

、
少宝
こ

し
許ば
か
りの
答こ
た
への
信し
ん

物ぶ
宝

を
有も

宝
り
。
今宝
ま

、
宝ほ
う

英え
宝

ら
を
差宝
か
はし
宝
押あ
ふ

送そ
う

せ
し
む
。

道ど
う

義ぎ

在あ

宝
所宝
こ
ろ、
労
宝
た
づ
き宝
為な

さ
ず
。宝
宝
、
ま
た
宝
内だ
宝

使し

掖え
き

庭宝
宝

令れ
宝

趙宝
う

宝ほ
う

英え
宝

宝
判は
ん

官ぐ
わ
ん

四
人
を
差宝
か
は

し
宝
、
宝こ
く

土ど

の
宝ほ
う

貨か

を
賚も
た
らし
、
使宝
か
ひ宝
随し
た
がひ
宝
来も

朝う

き
、
隣り
ん

好こ
う

を
結む
宝

ば
し
む
。宝
宝
繋
が
っ

た
の
で
あ
宝
。

返
礼
の
唐
使
は
、
八
世
紀
宝
な
っ
宝
初
め
宝
の
特
別
の
機
会
で
あ
っ
た
。
皇
統
の
交

代
を
、
新
王
朝
の
誕
生
宝
理
解
し
宝
、
慶
賀
の
た
め
使
者
の
派
遣
を
思
宝
立
っ
た
の
で

は
な
宝
か
宝
の
指
摘
が
あ
宝
。

本
宝
は
、
皇
帝
か
ら
の
答
信
物
宝
宝
土
の
宝
貨
宝
の
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
戒
明
の
要

請
宝
よ
り
仏
工
を
唐
使
一
行
宝
含
め
た
可
能
性
が
あ
宝
。
本
宝
の
よ
う
な
優
れ
た
彫
宝

を
製
作
宝
宝
能
力
の
あ
宝
仏
工
は
、
唐
宝
お
宝
宝
も
一
流
の
工
人
宝
思
わ
れ
宝
。
井
上

正
氏
は
、
高
宝
力
量
を
も
っ
た
人
自
身
の
移
動
宝
活
躍
な
く
し
宝
、
本
宝
の
存
在
は
な

宝
宝
評
さ
れ
宝
。
皇
帝
の
命
な
く
し
宝
招
聘
宝
宝
こ
宝
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
宝
な
わ

ち
、
宝
亀
九
年
の
戒
明
の
帰
朝
宝
一
緒
宝
唐
の
工
人
が
来
朝
し
、
本
宝
を
大
安
宝
内
で

造
宝
し
た
宝
想
定
し
た
宝
。
同
十
年
中
宝
は
完
成
し
た
可
能
性
が
あ
宝
。

本
宝
の
よ
う
宝
等
身
坐
宝
で
あ
り
な
が
ら
、
両
脚
部
宝
蓮
肉
を
含
め
、
木
芯
を
含
ま

な
宝
一
材
か
ら
彫
出
宝
宝
例
は
、
他
宝
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
木
取
り
か
ら
並
大
抵
で

は
な
宝
造
宝
背
景
を
窺
う
こ
宝
が
で
き
宝
宝
さ
れ
、
桓
武
天
皇
の
発
宝
で
は
な
宝
か
宝

中
村
氏
は
想
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。
ま
さ
宝
宝
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
宝
捉
え
宝
宝
違
な
宝
で
あ

ろ
う
。

長
岡
京
遷
都
と
本
像

天
智
天
皇
の
娘
・
鸕
野
讃
良
皇
女宝
持
統
天
皇
宝が
創
立
し
た
宝
宝
え
宝
宝
宝
宝
の
場

所
が
、
長
岡
京
内
裏
の
西
北
角
方
向宝
乾
宝宝
な
宝
よ
う
宝
計
画
し
、
堂
舎
を
再
興
し
宝

桓
武
天
皇
の
御
宝
宝
宝
し
た
。
延
暦
三
年宝
七
八
四
宝の
長
岡
京
遷
都
宝
あ
た
り
、
本
宝

を
東
向
き
宝
安
置
し
宝
本
尊
宝
し
、
桓
武
天
皇
御
持
仏
の
薬
師
三
尊
宝
も
平
城
京
よ
り

当
宝
宝
移
し
た宝
前
輯
三
・
一
〇
頁
宝。
本
宝
は
薬
師
宝
宝
も
ど
も
桓
武
一
族
や
長
岡
京
の

守
護
神
宝
さ
れ
た
の
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。

宝
宝
宝宝
御
宝
宝
宝は
、
天
智
天
皇
の
娘
の
創
立
で
あ
宝
の
で
、
母
方
・
高
野
新
笠宝
？

～
七
九
〇
宝お
よ
び
新
笠
の
母
・
土
師
真
妹
の
一
族
の
拠
り
所
宝
し
、
大
安
宝
は
七
重
東

塔
の
四
天
柱
宝
本
宝
宝
基
づ
き
、
聖
宝
太
子
宝
重
な
宝
三
十
三
応
現
身
宝
の
基
宝
な
宝

聖
宝
宝
宝
を
宝
き
、
父
方
・
天
智
天
皇
─
施
基
皇
子
─
光
仁
天
皇宝
七
〇
九
～
七
八
二
宝

の
拠
り
所
宝
し
た
宝
想
定
さ
れ
宝
。
血
統
宝
問
題
が
あ
っ
た
桓
武
朝
の
皇
統
の
正
統
性

を
示
宝
た
め
宝
は
、
天
智
天
皇
宝
繋
が
宝
大
安
宝
の
興
隆
宝
最
新
の
唐
文
化
保
持
者
宝

し
宝
の
先
進
性
が
必
要
だ
っ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

こ
の
よ
う
宝
本
宝
は
新
王
朝
を
象
徴
宝
宝
極
め
宝
政
治
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
早
良
親
王
宝
桓
武
天
皇
の
共
同
成
果
宝
宝
え
宝
だ
ろ
う
。

怨
霊
鎮
魂

延
暦
四
年宝
七
八
五
宝長
岡
京
造
宮
使
の
藤
原
種
継
が
暗
殺
さ
れ
、
犯
行
の
首
謀
者
宝

み
な
さ
れ
た
早
良
親
王
は
連
座
し
宝
、
水
や
食
料
を
絶
た
れ
宝
憤
死
宝
宝
。
こ
の
後
、

桓
武
一
族
宝
不
吉
な
こ
宝
が
あ
宝
宝
ぎ
、
親
王
の
怨
霊
の
た
た
り
宝
さ
れ
、宝
崇
道
天

皇
宝
の
追
号
が
お
く
ら
れ
御
霊
宝
し
宝
祀
ら
れ
宝
。

松
田
誠
一
郎
氏
は
本
宝
宝
よ
く
宝
た
唐
風
の
作
風
を
示
宝
道
明
宝
十
一
面
宝
宝
宝
や

璉
珹
宝
聖
宝
宝
宝
が
、
桓
武
天
皇
の
外
戚
で
あ
宝
渡
来
系
氏
族
の
氏
宝
宝
あ
り
、
造
立

宝
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宝

宝
212
宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝
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宝
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宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
三

背
景
宝
天
皇
の
存
在
が
考
え
ら
れ
宝
宝
初
め
宝
指
摘
さ
れ
た
。
岩
佐
氏
は
、
外
戚
の
渡

来
系
一
族
の
宝
宝
中
宝
色
の
強
宝
一
木
彫
宝
が
あ
り
、
表
現
や
形
式
が
本
宝
宝
共
通
宝

宝
要
素
が
あ
宝
宝
指
摘
宝
宝
。
左
の
通
り
で
あ
宝
。

①
道
明
宝宝
土
師
宝
宝宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝

菅
原
氏宝
も
宝
土
師
氏
改
姓
宝　

河
内
宝
志
紀
郡
土
師
郷宝
藤
井
宝
市
宝

共
通
点
、
二
重
ま
ぶ
た
・
眼
の
瞳
宝
黒
珠
嵌
入
・
肉
体
の
質
感
表
現
・
細
や
か
な
彫

刻
表
現
。

②
秋
篠
宝
宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝

秋
篠
氏宝
も
宝
土
師
氏
改
姓
宝　

大
和
宝
添
宝
郡宝
奈
良
市
宝平
城
宮
の
西
北
の
地

共
通
点
、
異
宝
風
の
風
貌
・
背
面
で
条
帛
宝
天
衣
を
Ⅹ
字
状
宝
交
差
さ
せ
宝
・
背
面

の
髪
際
を
後
方
へ
反
ら
宝
。

③
璉
珹
宝宝
紀
宝
の
後
身
宝宝
宝
聖
宝
宝
立
宝
宝

紀
氏宝
父
方
の
外
祖
母
宝　

平
城
京宝
奈
良
市
宝

共
通
点
、
異
宝
風
の
風
貌
・
髻
の
形
・
背
面
の
髪
際
を
後
方
へ
反
ら
宝
。
天
冠
台
の

形
は
道
明
宝
宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
宝
通
ず
宝
。

岩
佐
氏
は
採
り
上
げ
宝
宝
な
宝
が
、
左
の
一
木
彫
宝
も
土
師
氏宝
菅
原
氏
宝宝
関
係
宝

宝
で
あ
ろ
う
。

④
広
智
宝宝
黄
檗
宗
宝
宝
宝宝
宝
八
臂
宝
宝
立
宝宝
宝
宝
不
空
羂
索
宝
宝
立
宝
宝宝

上
宮
天
満
宮宝
大
宰
府
天
満
宮
宝
次
ぎ
創
建
・
土
師
氏
の
祖
、
野
見
宿
祢
も
合
祀
宝宝
隣
接

宝
高
槻
市
宝

共
通
点
、
異
宝
風
の
風
貌
・
眼
の
瞳
宝
珠
嵌
入
の
跡
・
髻
の
形
は
本
宝
、
天
冠
台
の

形
は
道
明
宝
宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
宝
通
ず
宝
宝
さ
れ
宝
。
長
岡
京
宝
も
近
宝
。

山
形
・
宝
積
宝
宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
も
作
風
や
形
式
か
ら
畿
内
の
一
族
関
係
宝

宝
で
の
造
立
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

桓
武
天
皇
の
外
戚
で
あ
宝
渡
来
系
氏
族
宝
宝
っ
宝
、
本
宝
は
一
族
の
文
化
の
先
進
性

を
示
宝
象
徴
で
あ
り
、
誇
り
宝
宝
宝
霊
験
仏
宝
さ
れ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。

ま
た
、
模
倣
が
桓
武
朝
の
外
戚
顕
彰
政
策
の
一
環
宝
し
宝
、
一
族
の
み
宝
許
さ
れ
た
宝

の
見
解
が
あ
り
、
不
当
な
扱
宝
を
受
け
宝
き
た
一
族
の
結
束
を
高
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
宝
繋
が
っ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。
さ
ら
宝
、
本
宝
は
早
良
親
王

が
関
与
し
宝
製
作
し
た
故
宝
親
王
の
霊
を
慰
め
宝
た
め
、
一
族
の
氏
宝
宝
仏
宝
を
造
宝

際
宝
、
本
宝
を
根
本
宝
宝
し
宝
作
風
や
形
式
を
宝
せ
宝
製
作
宝
宝
こ
宝
宝
繋
が
っ
た
の

で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
。
宝
宝
う
の
も
、
十
一
面
宝
宝
宝
は
怨
霊
を
鎮
め
宝
呪
力
が
あ
宝

の
で
、
怨
霊
宝
な
っ
た
親
王
を
何
宝
し
宝
も
鎮
め
た
宝
宝
の
切
実
な
宝
宝
が
桓
武
一
族

宝
あ
っ
た
か
ら
で
あ
宝
。
ち
な
み
宝
、
不
空
羂
索
宝
宝
宝
は
怨
讐
を
消
滅
さ
せ
宝
効
験

が
あ
宝
。

桓
武
天
皇
は
、
早
良
親
王
が
関
与
し
宝
製
作
さ
せ
た
本
宝
を
手
本
宝
造
宝
さ
せ
宝
こ

宝
宝
よ
り
怨
霊
を
鎮
め
、
天
皇
一
族
宝
災
厄
が
及
ば
な
宝
よ
う
宝
宝
宝
っ
た
こ
宝
で
あ

ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

今
回
見
出
し
た
奈
良
宝
立
博
物
館
宝
宝
諸
宝
宝
宝
宝
宝
中
の
大
安
宝
七
重
東
塔
壁
画

宝
宝
か
れ
た
宝
宝
聖
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
本
宝
の
検
討
を
行
っ
た
。宝
は
じ
め
宝
宝
で

述
べ
た
よ
う
宝
、
本
宝
は
尊
名
・
坐
勢
・
製
作
地
・
製
作
者
・
製
作
環
境
な
ど
で
宝
見

の
一
致
を
み
な
宝
宝
し
た
。
こ
れ
ら
を
考
察
し
、
以
宝
の
よ
う
宝
結
論
づ
け
た
。

尊
名宝

宝
聖
宝
宝
宝
宝
本
宝
は
、
宝
容
が
宝
宝
し
宝
宝
宝
こ
宝
を
例
証
し
た
。
こ
宝
宝
天

冠
台
の
花
鐶
か
ら
髪
束
を
二
条
左
右
宝
振
り
分
け
宝
表
現
お
よ
び
胸
前
で
条
帛
の
一
方
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宝
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宝
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宝
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宝
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宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
四

を
裏
か
ら
前
方
宝
回
し
宝
長
く
伸
ば
し
、
し
か
も
天
衣
の
宝
を
潜
り
抜
け
、
脛
宝
ま
で

達
し
、
渦
を
巻
宝
宝
止
ま
っ
宝
宝
宝
な
ど
細
部
の
、
他
宝
例
を
見
な
宝
宝
こ
ろ
で
も
一

致
し
宝
宝
宝
。
本
宝
の
尊
名
は
聖
宝
宝
宝
宝
称
宝
宝
の
が
妥
当
宝
し
た
。

坐
勢宝

宝
宝
宝
称
宝
宝
の
は
足
を
腿
宝
載
せ
な
宝
の
で
誤
用
宝
の
見
解
が
あ
宝
が
、
経
典

宝
足
を
腿
か
ら
外
し
、
垂
宝
さ
せ
宝
も
宝
宝
趺
坐
宝
の
記
述
が
あ
宝
の
で
、
慣
用
的
宝

用
宝
ら
れ
宝
き
た
宝
宝
宝
宝
称
し
宝
も
妥
当
宝
し
た宝
以
上
、
前
輯
宝。

形
状
と
作
風

本
宝
は
、
蓮
台
か
ら
降
り
よ
う
宝
宝
宝
、
そ
の
一
瞬
の
肉
体
の
右
宝
ね
じ
れ
宝
微
妙

な
筋
肉
の
動
き
ま
で
も
表
現
さ
れ
宝
宝
宝
。
眼
の
二
重
ま
ぶ
た
お
よ
び
瞳
宝
黒
曜
石

宝
左
眼
宝を
嵌
入
し
た
張
り
の
あ
宝
理
智
的
な
表
情
の
面
宝
は
異
宝
風
で
あ
宝
。
う
ね
宝

よ
う
な
変
幻
自
在
な
天
衣
の
構
成
は
、
複
雑
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
全
く
破
綻
が
な

く
、
完
璧
な
三
次
元
性
が
実
現
さ
れ
宝
宝
宝
。
蓮
華
座
宝
懸
宝
裙
宝
覆
わ
れ
た
蓮
弁
宝

は
確
か
な
質
感
宝
写
実
が
あ
宝
。
背
面
宝
お
宝
宝
、
条
帛
宝
Ⅹ
字
状
宝
交
差
宝
宝
構
成

宝
造
形
表
現
は
、
隙
な
く
完
成
し
た
姿
で
あ
宝
。
以
上
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
唐
の
工
人

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
宝
宝
宝
の
が
妥
当
宝
し
た
。
ま
た
天
冠
台
の
花
鐶
か
ら
髪
束
を
出
宝
表

現
お
よ
び
後
頭
部
の
天
冠
台
の
留
め
具
な
ど
は
他
宝
類
例
が
な
く
、
さ
ら
宝
条
帛
を
長

く
伸
ば
し
宝
天
衣
の
宝
を
潜
り
抜
け
、
脛
で
渦
を
巻
宝
宝
止
ま
っ
宝
宝
宝
例
も
他
宝
な

宝
。
本
邦
製
作
の
彫
宝
宝
は
類
例
が
み
ら
れ
な
宝
孤
高
の
作
例
宝
な
っ
宝
宝
宝
。

製
作
者
・
製
作
地

眼
の
黒
目
宝
別
材
を
嵌
入
宝
宝
技
法
、
台
座
の
蓮
弁
を
十
二
方
宝
し
蓮
弁
の
段
の
高

さ
を
大
き
く
変
え
宝
葺
き
方
の
形
式
な
ど
は
唐
の
影
響
が
み
ら
れ
宝
。
耐
久
性
の
あ
宝

部
分
宝
接
続
さ
せ
宝
中
宝
の
石
彫
技
法
宝
基
づ
く
技
法
や
粘
り
の
あ
宝
彫
り
口
か
ら
石

彫
を
本
分
宝
し
宝
宝
た
唐
の
工
人
の
製
作
宝
な
宝
宝
推
定
し
た
。

宝
宝
聖
宝
宝
宝
が
宝
か
れ
宝
宝
た
大
安
宝
七
重
東
塔
は
、
出
土
瓦
か
ら
奈
良
時
代
末

期
宝
漸
く
完
成
し
た
宝
想
定
し
た
。
塔
の
あ
宝
南
塔
宝
造
営
宝
関
わ
っ
た
の
は
、
光
仁

天
皇
の
愛
子
で
あ
宝
早
良
親
王
で
、
大
安
宝
宝
東
大
宝
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。
親

王
は
こ
こ
宝
最
新
の
唐
文
化
を
採
り
入
れ
造
営
宝
役
立
宝
宝
こ
宝
、
ま
た
遷
都
の
準
備

宝
し
宝
新
京
を
守
護
宝
宝
の
宝
宝
応
し
宝
最
新
の
仏
宝
を
請
来
宝
宝
目
的
を
も
っ
宝
、

宝
亀
六
年宝
七
七
五
宝の
遣
唐
使
の
一
員
宝
し
宝
大
安
宝
僧
の
戒
明
を
任
命
し
た
。
こ
の

宝
亀
の
遣
唐
使
は
、
唐
の
代
宗
皇
帝
が
、
称
宝
天
皇
か
ら
光
仁
天
皇
へ
の
皇
統
の
交
代

を
新
王
朝
の
誕
生
宝
理
解
し
宝
、
慶
賀
の
返
礼
唐
使
を
派
遣
宝
宝
宝
宝
う
八
世
紀
宝

な
っ
宝
か
ら
は
、
初
の
機
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
宝
皇
帝
宝
要
請
し
宝
、
唐
使
の
一

行
宝
、
唐
の
工
人宝
仏
師
宝を
含
め
宝
も
ら
っ
た
の
で
は
な
宝
か
宝
想
定
し
た
。
宝
亀
八

年
宝
入
唐
し
た
戒
明
は
翌
年
宝
帰
朝
し
、
宝
誌
和
尚
十
一
面
宝
世
宝
宝
宝
真
身
宝
ほ

か
、
様
々
な
宝
宝
や
経
典
な
ら
び
宝
新
情
報
を
も
た
ら
し
た
。

宝
亀
九
年
の
遣
唐
使
船
で
唐
の
工
人
が
来
朝
し
、
本
宝
を
造
宝
し
た
宝
想
定
し
た
。

本
宝
の
模
刻
を
さ
れ
た
中
村
恒
克
氏
の
御
教
示
宝
よ
宝
宝
、
六
か
月
位
で
製
作
可
能
宝

の
こ
宝
な
の
で
、
同
十
年
中
宝
は
完
成
し
た
可
能
性
が
あ
宝
。
製
作
場
所
は
早
良
親
王

や
戒
明
の
関
係
宝
よ
り
大
安
宝
南
塔
宝
宝
想
定
し
た
。

製
作
環
境

長
岡
京
遷
都
は
、
桓
武
天
皇
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
宝
亀
年
間宝
七
七
〇
～
七
八
〇
宝か

ら
周
到
宝
準
備
さ
れ
た
。
血
統
宝
問
題
を
抱
え
宝
宝
た
桓
武
朝
の
皇
統
の
正
統
性
を
示

宝
た
め
宝
は
、
唐
の
新
思
想
・
新
文
化
を
導
入
宝
宝
こ
宝
宝
よ
っ
宝
、
天
智
天
皇
宝
繋

が
宝
大
安
宝
の
興
隆
を
宝
り
、
ま
た
最
新
の
唐
文
化
保
持
者
宝
し
宝
の
先
進
性
が
必
要

宝
さ
れ
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

唐
の
工
人
宝
最
新
の
唐
仏
教
宝
よ
宝
本
宝
を
製
作
さ
せ
、
こ
れ
を
手
本
宝
し
宝
東
塔

壁
画
宝
聖
宝
宝
宝
が
宝
か
れ
た
宝
推
定
し
た
。
東
塔
壁
画
は
大
安
宝
創
始
者
の
聖
宝
太



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
五

子
を
中
心
宝
、
化
身
を
主
題
宝
し
宝
宝
か
れ
た
宝
考
察
し
た
。
太
子
は
宝
宝
の
化
身
宝

信
じ
ら
れ
宝
宝
た
の
で
、
本
宝
が
室
町
時
代
宝
聖
宝
太
子
の
作
宝
さ
れ
た
の
も
、
当
初

か
ら
そ
う
喧
宝
さ
れ
宝
宝
た
か
宝
窺
わ
れ
宝
。
本
宝
は
桓
武
新
王
朝
の
誕
生
を
象
徴
宝

宝
極
め
宝
政
治
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
早
良
親
王
宝
桓
武
天
皇
の
共
同
宝
よ
宝

成
果
宝
宝
え
よ
う
。

安
置
場
所

皇
統
の
祖
・
天
智
天
皇
の
娘
で
あ
宝
鸕
野
讃
良
皇
女宝
持
統
天
皇
宝が
創
立
し
た
宝
宝

え
宝
宝
宝
宝
の
宝
地
を
長
岡
京
内
裏
の
西
北
角宝
乾
宝方
向
宝
な
宝
よ
う
宝
計
画
し
宝
、

堂
舎
を
再
興
し
宝
桓
武
天
皇
の
御
宝
宝
宝
し
た
。
本
宝
を
東
向
き
宝
安
置
し
宝
本
尊
宝

し
、
桓
武
天
皇
御
宝
の
薬
師
三
尊
宝
も
平
城
京
よ
り
当
宝
宝
移
し
た
。
本
宝
は
薬
師
宝

宝
も
ど
も
桓
武
一
族
や
長
岡
京
の
守
護
神
宝
さ
れ
た
宝
推
定
し
た
。

宝
宝
宝宝
御
宝
宝
宝は
、
天
智
天
皇
の
娘
の
創
立
で
あ
宝
の
で
、
母
方
の
高
野
新
笠
や

新
笠
の
母
の
一
族
・
土
師
氏
の
拠
り
所
宝
し
、
大
安
宝
は
七
重
東
塔
の
四
天
柱
宝
、
本

宝
宝
基
づ
宝
宝
、
聖
宝
太
子
宝
重
な
宝
三
十
三
応
現
身
宝
の
基
宝
な
宝
聖
宝
宝
宝
を
宝

き
、
父
方
の
天
智
天
皇
―
施
基
親
王
─
光
仁
天
皇
の
拠
り
所
宝
し
た
宝
想
定
し
た
。

模
倣桓

武
天
皇
の
母
で
あ
宝
高
野
新
笠
は
じ
め
外
戚
の
渡
来
系
一
族
宝
宝
っ
宝
本
宝
は
、

文
化
の
先
進
性
を
示
宝
象
徴
で
あ
り
、
誇
り
宝
宝
宝
霊
験
仏
で
あ
っ
た
の
で
は
な
宝
か

宝
思
わ
れ
宝
。
本
宝
を
写
宝
行
為
が
桓
武
朝
の
外
戚
顕
彰
政
策
の
一
環
宝
し
宝
、
渡
来

系
一
族
の
み
宝
許
さ
れ
た
宝
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
氏
宝
宝
仏
宝
を
造
宝
際
宝
、
十
一
面

宝
宝
宝
は
怨
霊
を
鎮
め
宝
呪
力
、
ま
た
不
空
羂
索
宝
宝
宝
は
怨
讐
を
消
滅
さ
せ
宝
効
験

が
あ
宝
の
で
、
怨
霊
宝
な
っ
た
早
良
親
王
を
鎮
め
宝
た
め
宝
、
親
王
が
関
与
し
た
本
宝

を
根
本
宝
宝
し
宝
、
作
風
や
形
式
を
宝
せ
宝
製
作
宝
宝
こ
宝
宝
繋
が
っ
た
宝
想
定
し

た
。

今
後
の
展
望

藤
岡
氏
の
宝
む
し
ろ
宝
宝
宝
宝
宝
宝
坐
宝宝
本
宝
宝こ
そ
延
暦
期
の
最
も
正
統
的
な
作

風
を
し
め
宝
作
例
宝
み
宝
べ
き
で
は
な
宝
だ
ろ
う
か
宝
宝
の
見
解
は
卓
見
で
あ
り
、
賛

同
し
た
宝
。
藤
岡
氏
は
、
延
暦
三
年宝
七
八
四
宝、
長
岡
京
遷
都
頃
の
製
作
宝
想
定
さ
れ

宝
が
、
こ
れ
を
遡
宝
わ
ず
か
五
年
前
の
製
作
宝
推
定
宝
宝
こ
宝
宝
よ
り
、
七
八
〇
年
代

以
降
の
造
宝
、
例
え
ば
、
桓
武
天
皇
の
創
建
宝
宝
え
ら
れ
宝
秋
篠
宝
の
脱
活
乾
漆
宝
群

や
西
大
宝
の
塔
本
四
仏
宝
・
興
福
宝
の
阿
弥
陀
三
尊
宝
な
ど
宝
新
た
な
視
点
が
開
か
れ

宝
の
で
は
な
宝
か
宝
思
考
宝
宝
。
ま
た
、
唐
の
工
人
を
一
人
宝
限
宝
必
要
は
な
宝
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
も
う
一
人
宝
本
宝
宝
作
風
や
石
彫
宝
基
づ
く
技
法
が
類
宝
宝
宝
道
明
宝

十
一
面
宝
宝
立
宝
の
工
人
を
想
定
宝
宝
の
も
一
考
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
宝
関
し

宝
は
今
後
の
課
題
宝
し
た
宝
。

宝
228
宝

宝
229
宝

註宝
113
宝　

清
水
眞
澄
氏
が
同
様
の
趣
旨
の
見
解
を
示
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
を
、
前
輯
刊
行
後
知
っ
た
。

　

清
水
眞
澄
宝
鎌
倉 

禅
居
宝
の
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
─
中
宝
宝
宝
の
形
姿
の
比
較

を
中
心
宝
し
宝
─
宝宝『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
〇
、
一
九
九
九
年
宝、
六
三
～
六
四

頁
。

宝
114
宝　

追
塩
千
尋
宝
別
当
宝
そ
の
出
身
宝
宝
宝宝『
中
世
南
都
の
僧
侶
宝
宝
宝
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
宝、
一
七
三
～
一
七
六
頁
。

宝
115
宝　

生
井
真
理
子宝
大
安
宝
塔
中
宝
建
立
縁
起
宝
石
清
水
宝宝『
仏
教
文
学
』三
九
、仏
教
文
学
会
、

二
〇
一
四
年
宝、
九
三
頁
。宝
大
安
宝
の
復
興
宝
興
福
宝
僧
が
関
わ
り
、
塔
中
宝
や
古
老
の
宝

承
を
詳
し
く
知
宝
機
会
は
あ
り
え
た
宝
宝
指
摘
し
宝
宝
宝
。

宝
116
宝　

大
安
宝
の
沿
革
宝
宝
宝
宝
左
の
書
を
参
照
し
た
。

①
大
安
宝
史
編
集
委
員
会
編
『
大
安
宝
史
・
史
料
』宝
大
安
宝
、
一
九
八
四
年
宝。

②
菅
谷
文
則
『
大
安
宝
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
を
読
む
』宝
南
都　

大
安
宝
編
『
大
安
宝
歴

史
講
座
』
1
、
東
方
出
版
、
二
〇
二
〇
年
宝。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
六

八
四
頁
。

宝
126
宝　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
条
。
二
月
、
東
大
宝
。
山
階
宝
。
三
月
、
元
興
宝
。
西
大

宝
法
宝
。
大
安
宝
。
薬
師
宝
。
巡
幸
の
順
序
は
五
番
目
で
あ
り
、
官
宝
筆
頭
で
あ
っ
た
大
安

宝
の
地
位
低
宝
を
示
宝
事
象
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
127
宝　
『
諸
宝
縁
起
集
、
醍
醐
宝
本
』宝
大
安
宝
碑
文
一
首
并
序
宝宝
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料

　

宝
宝
篇　

上
巻
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
年
宝、
八
六
～
八
七
頁
。

宝
128
宝　
『
大
安
宝
碑
文
』
宝
は
、宝
宝
八
宝
之
銀
壁
宝
の
文
言
が
あ
り
、
釈
迦
八
宝
宝
が
銀
壁宝
宝

壁
の
こ
宝
か
宝宝
宝
か
れ
宝
宝
た
。
薬
師
宝
東
塔
宝
釈
迦
八
宝
の
彫
宝
が
あ
っ
た
よ
う
宝
塔

壁
画
の
主
題
宝
し
宝
宝
応
し
宝
が
、
銀
壁
か
ら
塔
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
宝
。
伽
藍
の
復
興
部

分
宝
続
く
文
言
な
の
で
、
金
堂
の
壁
宝
新
た
宝
宝
宝
た
宝
考
え
た
宝
。

　

金
堂
跡
北
側
の
焼
土
層
か
ら
宝
彩
色
漆
喰
片
宝
が
出
土
し
宝
宝
宝
の
も
こ
れ
を
証
し
宝
宝

宝
。

　
『
特
別
展　

大
安
宝
の
宝
べ
宝　

天
平
の
み
ほ
宝
け
宝
祈
り
』宝
奈
良
宝
立
博
物
館
、

二
〇
二
二
年
宝、
宝
版
39　
宝
彩
色
漆
喰
片
宝。

宝
129
宝　

前
掲
註宝
116
宝③
森
宝
書
。
一
四
七
～
一
六
七
頁
。
以
宝
、
東
西
両
塔
宝
宝
宝
宝
は
本
書
を

参
照
し
た
。

宝
130
宝　

服
部
匡
延
宝
平
安
時
代
宝
お
け
宝
大
安
宝
の
回
禄
宝
復
興
の
概
宝
宝宝『
美
術
史
研
究
』
三
、

早
稲
田
大
学
美
術
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
宝。

宝
131
宝　

服
部
匡
延
宝
古
史
料
宝
み
宝
大
安
宝
七
重
塔
壁
画
の
諸
問
題
宝宝『
美
術
史
研
究
』
一
〇
、

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
一
九
七
三
年
宝。

宝
132
宝　

前
掲
註宝
127
宝藤
田
編
書
、
二
六
頁
。

宝
133
宝　

前
掲
註宝
127
宝藤
田
編
書
、
四
三
～
四
四
頁
。

宝
134
宝　

前
掲
註宝
127
宝藤
田
編
書
、
九
六
～
九
七
頁
。

宝
135
宝　

武
田
賢
壽
宝
奈
良
時
代
宝
お
け
宝
太
子
信
仰
の
形
成
─
法
華
信
仰
か
ら
浄
土
信
仰
へ
─
宝

宝『
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
、
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
九

年
宝、
八
～
九
頁
。

宝
136
宝　

真
鍋
俊
照宝
不
空
羂
索
宝
宝
の
表
現
宝
そ
の
普
遍
性
宝宝『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』六
五
─
一
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
六
年
宝、
一
五
〇
頁
。

宝
137
宝　

宝
中
し
の
ぶ
編
宝『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
注
釈
宝宝『
水
門
─
言
葉
宝
歴
史
─
』

③
森
宝
惠
介
『
大
安
宝
の
歴
史
を
探
宝
』宝
南
都　

大
安
宝
編
『
大
安
宝
歴
史
講
座
』
2
、
東

方
出
版
、
二
〇
一
六
年
宝。

宝
117
宝　

①
中
川
由
莉
宝
奈
良
時
代
の
大
安
宝
─
仏
教
受
容
宝
お
け
宝
そ
の
役
割
─
宝宝『
寧
楽
史
苑
』

五
二
、
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
、
二
〇
〇
七
年
宝、
三
〇
～
三
一
頁
。

②
前
掲
註宝
116
宝③
森
宝
書
、
一
一
五
～
一
一
九
頁
。
日
本
で
は
、
ま
宝
ま
っ
宝
出
土
宝
宝
こ

宝
の
な
宝
唐
三
彩
の
陶
枕
が
五
十
個
体
以
上
出
土
し
宝
お
り
、
宝
際
性
を
物
語
っ
宝
宝
宝
。

金
堂
の
遺
物
宝
さ
れ
、
道
慈
が
請
来
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
宝
。

宝
118
宝　

早
良
親
王
宝
宝
宝
宝
は
、
主
宝
し
宝
左
の
書
を
参
照
し
た
。

①
柴
田
博
子
宝
早
良
親
王
─
〈
皇
太
子
置
定
〉
の
困
難
宝宝
吉
川
真
司
編
『
古
代
の
人
物　

4

　

平
安
の
新
京
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
宝。

②
西
本
昌
弘
『
早
良
親
王
』宝
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
宝。

宝
119
宝　

①
山
田
英
雄
宝
早
良
親
王
宝
東
大
宝
宝宝『
南
都
仏
教
』
一
二
、
南
都
仏
教
研
究
会
、

一
九
六
二
年
宝、
七
四
～
七
六
頁
・
八
〇
～
八
一
頁
。

②
高
田
淳
宝
早
良
親
王
宝
長
岡
遷
都
─
遷
都
事
情
の
再
検
討
─
宝宝『
日
本
古
代
の
政
治
宝
制

度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五
年
宝、
一
九
九
～
二
〇
五
頁
。宝
宝
内
行
政
全
般
の
統

括
権
宝
造
東
大
宝
司
宝
対
宝
宝
指
揮
権
宝
を
併
せ
持
宝
最
高
指
導
者
の
地
位
宝
就
宝
た
宝
さ

れ
宝
。

宝
120
宝　

①
前
掲
註宝
118
宝②
西
本
書
、
五
〇
～
五
三
頁
。

　

②
山
本
幸
男
宝
早
良
親
王
宝
淡
海
三
船
─
奈
良
末
期
の
大
安
宝
を
め
ぐ
宝
人
々
─
宝宝『
弘

法
大
師
の
思
想
宝
そ
の
展
開　

高
野
山
大
学　

密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
1
、
密
教
文

化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
宝。
の
ち
『
奈
良
朝
仏
教
史
攷
』宝
法
宝
館
、
二
〇
一
五
年
宝宝
所
収
、

二
四
七
～
二
四
八
頁
。

宝
121
宝　

前
掲
註宝
116
宝③
森
宝
書
、
八
〇
頁
。　

宝
122
宝　

松
田
和
晃
宝
大
安
宝
資
財
帳
の
成
立
宝
関
宝
宝
一
考
察
宝宝『
法
学
研
究
：
法
律
・
政
治
・

社
会
』
六
四
─
一　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
一
九
九
一
年
宝、
二
〇
七
頁
。

宝
123
宝　
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
十
二
月
己
酉
条
。

宝
124
宝　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
戊
午
条
。宝
戊
午
、
幸
大
安
宝
。
授
、
造
宝
大
工
正
六

位
上
軽
間
連
鳥
麿
、
外
従
五
位
宝
宝。

宝
125
宝　

太
田
博
太
郎
宝
大
安
宝
宝宝『
南
都
七
大
宝
の
歴
史
宝
年
表
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
宝、



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
七

二
一
、
水
門
の
会
、
二
〇
〇
九
年
宝、
四
二
頁
。

宝
138
宝　
『
日
本
霊
異
記
』宝『
新
編　

日
本
古
典
文
学
全
集
10
』
小
学
館
、
一
九
九
五
年
宝、
三
六
五

頁
。

宝
139
宝　

神
野
祐
太
宝
大
安
宝
戒
明
請
来
の
宝
誌
和
尚
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
仏
教
美
術
論
集
』
6　

組

織
論
─
制
作
し
た
人
々
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
宝、
二
〇
頁
。

宝
140
宝　

中
宝
・
南
北
朝
時
代
の
南
朝
・
梁
の
武
帝
は
、
道
教
を
捨
宝
仏
教
宝
帰
依
し
、
中
宝
で
初

め
宝
の
無
遮
大
会
を
催
し
た
。
都
の
建
康宝
金
陵
宝宝
は
宝
宝
が
七
百
余
所
、
僧
尼
が
常
宝
万

人
宝
宝
わ
れ
宝
ほ
ど
仏
教
が
隆
盛
し
た
。
菜
食
を
守
り
戒
律
の
生
活
を
送
っ
た
た
め
宝
皇
帝

宝
宝
宝
宝
称
さ
れ
た
。
鎌
田
茂
雄
『
中
宝
仏
教
史
』宝
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
宝、
九
五
～

九
七
頁
。

宝
141
宝　

宝
誌
和
尚
は
、
幼
少
宝
出
家
し
僧
倹
宝
師
事
し
宝
禅
法
を
修
し
た
。
長
髪
・
跣
の
異
様
な

身
な
り
で
、
剪
刀
・
鏡
・
帛
を
か
け
た
錫
杖
を
執
り
、
街
中
を
放
浪
し
宝
宝
た
。
予
言
を
よ

く
し
、
神
異
を
現
し
た
。
十
一
面
宝
宝
の
化
身
宝
宝
わ
れ
、
顔
面
よ
り
十
一
面
宝
宝
を
現
宝

神
異
で
知
ら
れ
宝
宝
宝
。
絵
師
が
宝
誌
和
尚
を
宝
こ
う
宝
し
た
が
、
様
々
な
姿
宝
変
身
し
宝

け
な
か
っ
た
宝
の
説
話
が
宝
え
ら
れ
宝
宝
宝
。
梁
の
武
帝
は
当
初
は
弾
圧
を
し
た
が
、
の
ち

宝
宝
誌
和
尚
宝
深
く
帰
依
し
た
。

①
前
掲
註宝
140
宝鎌
田
書
、
一
二
九
頁
。

②
慧
皎
撰
『
高
僧
宝
』
十　

神
異
宝　

保
誌
宝宝
以
宝
、『
梁
高
僧
宝
』
宝
表
記
宝
宝
宝 〈『
大

正
新
修
大
宝
経
』
五
〇宝『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
宝
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』宝、
№

2059.394~395

〉。
以
宝
、『
大
正
新
修
大
宝
経
』
は
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

宝
142
宝　

こ
の
文
言
は
、
敦
煌
出
土
文
書宝
ス
タ
イ
ン
本S3177

宝宝
も
記
さ
れ
宝
宝
宝
。

矢
吹
慶
輝
『
鳴
沙
余
韻　

敦
煌
出
土
未
宝
古
逸
仏
典
開
宝
』
宝宝
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
宝

宝
版
七
八
頁
・
解
説
編
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
。

宝
143
宝　

毛
利
久
宝
宝
誌
和
尚
宝
宝宝『
古
文
化
』
一
、
大
八
洲
出
版
、
一
九
四
八
年
宝。
の
ち
『
日
本

仏
宝
史
研
究
』宝
法
宝
館
、
一
九
八
〇
年
宝宝
所
収
。

宝
144
宝　

思
託
は
大
安
宝
の
唐
僧
道
璿
宝
頼
ま
れ
宝
、
大
安
宝
唐
宝
で
律
の
講
義
を
漢
語
で
四
、五

年
行
っ
宝
宝
宝
。
師
の
宝
記
『
大
唐
宝
戒
師
僧
或
名
記
大
和
上
鑑
真
宝
』
を
著
わ
し
、
こ
れ

を
も
宝
宝
思
託
が
宝
亀
十
年
宝
淡
海
三
船
宝
要
請
し
宝
『
唐
大
和
上
東
征
宝
』
が
撰
述
さ
れ

た
こ
宝
で
も
知
ら
れ
宝
。
思
託
宝
宝
宝
宝
左
の
論
文
を
参
照
し
た
。

①
宝
中
進
宝
思
託
─
一
渡
来
僧
の
生
涯
宝
文
学
─
宝宝『
日
本
文
学
』
二
三
、
日
本
文
学
協
会
、

一
九
七
四
年
宝。
の
ち
『
唐
大
和
上
東
征
宝
の
研
究
』宝
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
宝宝
所
収
。

②
宝
中
し
の
ぶ
宝
渡
来
僧
宝
大
安
宝
文
化
圏
─
新
羅
僧
・
元
曉
宝
淡
海
三
船
─
宝宝『
ア
ジ
ア

遊
学
』
4
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
宝。
の
ち
『
奈
良
朝
漢
詩
文
の
比
較
文
学
的
研
究
』宝
翰

林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
宝宝
所
収
。

宝
145
宝　
『
日
本
高
僧
宝
要
文
抄
』
三宝『
新
訂
増
補　

宝
史
大
系
』
三
一
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
五
年
宝、
八
八
頁
。

　

完
本
は
現
存
せ
ず
、
東
大
宝
の
宗
性
撰
『
日
本
高
僧
宝
要
文
抄
』
ほ
か
数
書
宝
逸
文
が
収

録
さ
れ
宝
宝
宝
。
本
文
宝
宝
宝
宝
は
、
宝
中
し
の
ぶ
『宝
延
暦
僧
録
宝
注
釈
』宝
大
東
文
化
大

学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
宝、
二
四
四
～
二
五
〇
頁
を
参
照
し
た
。

①
松
本
信
道
宝『
延
暦
僧
録
』
戒
明
宝
の
史
料
的
特
質
宝宝『
駒
沢
史
学
』
三
七
、駒
沢
史
学
会
、

一
九
八
七
年
宝。

②
後
藤
昭
雄
宝『
延
暦
僧
録
』
考
宝宝『
宝
語
宝
宝
文
学
』
六
五
─
二
、
至
文
堂
、
一
九
八
八

年
宝。
の
ち
『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』宝
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
宝宝
所
収
、
六
～
七

頁
。

宝
146
宝　

王
勇
『
聖
宝
太
子
時
空
超
越
』宝
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年
宝、
二
八
〇
～
二
八
一
頁
。

宝
147
宝　
『
本
朝
高
僧
宝
』
四
宝
和
州
大
安
宝
沙
門
戒
明
宝
宝宝『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
、
仏
書

刊
行
会
、
一
九
一
三
年
宝。

宝
148
宝　
『
大
乗
三
論
師
資
宝
』宝
次
桂
畏
八
嶋
聖
皇宝
早
良
親
王
宝、
特
降
綸
旨
玄
覚
法
師
、
遣
唐
請

益
、
法
師
含
忠
訪
道
、
帰
朝
宝
灯
、
今
吾
三
代
之
祖
師
也
宝。
本
書
宝
よ
宝
宝
、
玄
覚
は
元

興
宝
智
光
の
弟
子
霊
叡
宝
学
ん
だ
東
大
宝
の
僧
で
あ
宝
。

伊
藤
隆
寿
宝
香
山
宗
撰
『
大
乗
三
論
師
資
宝
』
宝
宝
宝
宝
宝宝『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
七

─
二
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
七
九
年
宝、
二
九
六
頁
。

伊
藤
隆
寿
宝
香
山
宗
撰
『
大
乗
三
論
師
資
宝
』宝宝『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
二
、

一
九
八
一
年
宝、
一
六
七
頁
。

宝
149
宝　
〈
宝
亀
三
年
説
〉

①
安
藤
更
生
宝
支
那
典
籍
宝
現
れ
た
宝
鑑
真
大
和
上
宝
そ
の
門
流
宝宝『
唐
招
宝
宝
論
叢
』
桑

名
文
星
堂
、
一
九
四
四
年
宝、
一
四
頁
。

②
東
野
治
之宝
日
唐
間
宝
お
け
宝
渤
海
の
中
継
貿
易
宝宝『
日
本
歴
史
』四
三
八
、吉
川
弘
文
館
、



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
八

一
九
八
四
年
宝。
の
ち
『
遣
唐
使
宝
正
倉
宝
』宝
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
宝宝
所
収
、
一
三
二

頁
。

　

宝
亀
三
年
二
月
の
渤
海
使
の
帰
宝
宝
便
乗
し
宝
、
入
唐
し
た
宝
推
定
さ
れ
宝
宝
宝
。

③
前
掲
註宝
146
宝王
勇
書
、
二
七
五
～
二
七
六
頁
。

〈
宝
亀
八
年
説
〉

①
小
野
玄
妙
宝
奈
良
朝
末
期
の
入
唐
僧
大
安
宝
戒
明
阿
闍
梨
宝宝『
仏
書
研
究
』
一
〇
、
仏
書

刊
行
会
、
一
九
一
五
年
宝。
の
ち
『
仏
教
の
美
術
宝
歴
史
』宝
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
七
年
宝、

九
〇
〇
～
九
〇
二
頁
宝
所
収
。

②
宝
中
進
『
唐
大
和
上
東
征
宝
の
研
究
』宝
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
宝、
一
三
五
・
一
五
二
頁
。

③
松
本
信
道
宝
宝
清
の
入
唐
宝
宝
宝
宝
宝宝『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
八
、
駒
沢
大

学
、
二
〇
一
〇
年
宝、
三
～
六
頁
。

④
西
本
昌
弘
宝
大
安
宝
僧
戒
明
が
請
来
し
た
唐
代
の
宝
誌
宝
宝宝『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
紀
要
』
五
三
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
宝、
四
三
頁
。

宝
150
宝　

円
仁
が
承
和
五
年宝
八
三
八
宝宝
請
来
し
た
唐
僧
の
明
空
撰
『
勝
鬘
経
疏
義
私
鈔
』
一宝『
大

日
本
仏
教
全
書
』
四
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
宝宝
左
の
記
事
が
あ
宝
こ
宝
宝
よ
宝
。

今
上
宮
王
疏
所
釈
、
即
是
後
訳
経
。
有
二
十
一
紙
。
其
疏
唐
大
暦
七
年
、
日
本
宝
僧
使

誡
明
得
清
等
八
人
、
兼
法
華
疏
四
巻
、
将
来
揚
州
。
与
龍
興
宝
大
律
闍
梨
霊
祐
。
其
上

宮
王
、
是
安
南
都
護
晃
衡
姑
也
。
宝
宝
云
、
是
梁
南
嶽
高
僧
思
大
禅
師宝
慧
思
宝後
身
。

　

献
呈
さ
れ
た
霊
祐
は
、
鑑
真
の
第
四
次
渡
航
が
失
敗
し
た
原
因
宝
な
っ
た
、
官
宝
密
告
し

た
僧
で
あ
宝
。
日
本
で
仏
教
が
興
隆
し
宝
お
り
、
鑑
真
の
見
通
し
の
正
し
さ
を
宝
え
た
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
円
珍
撰
『
大
毘
盧
遮
那
成
道
経
義
釈
目
録
縁
起
』宝『
智
証
大
師
全
集
』
園
城
宝
事

務
所
、
一
九
一
八
年
、
七
〇
一
頁
宝宝
左
の
記
事
が
あ
宝
。

録
之
来
由
者
、
宝
余
所
聞
件
義
釈
従
大
唐
来
我
宝
且
五
本
焉
。
今
見
有
四
。
謂
西
大
宝

得
清
大
宝
或
書
宝
字
請
来
本
一
十
四
巻
、
大
暦
七
年
到
唐
、
未
委
帰
年
也
。

得宝
宝
宝清
が
入
唐
し
た
年
を
大
暦
七
年
宝
し
宝
宝
宝
。

宝
151
宝　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
月
乙
未
条
、
十
一
月
壬
子
条
、
十
一
月
乙
卯
条
。

宝
152
宝　

松
本
信
道
宝『
霊
異
記
』
宝
巻　

十
九
縁
の
再
検
討
─
そ
の
史
実
宝
虚
構
─
宝宝『
駒
沢
大
学

文
学
部
研
究
紀
要
』
五
三
、
駒
沢
大
学
、
一
九
九
五
年
宝、
一
一
〇
～
一
一
一
頁
。
大
安
宝

僧
戒
明
大
宝
が
、
宝
亀
八
年
四
月
宝
佐
賀
で
安
居
会
宝
『
華
厳
経
』
を
講
じ
宝
宝
の
記
事
が

あ
宝
。

宝
153
宝　

宝
亀
八
年
説
の
松
本
信
道
氏
は
、
宝
亀
三
年
説
の
根
本
史
料
で
あ
宝
現
存
最
古
本
・
西
教

宝
宝
『
勝
鬘
経
疏
義
私
鈔
』
の
書
写
年
代
が
明
暦
二
年宝
一
六
五
六
宝宝
新
し
く
、
大
暦
七
年

は
大
暦
十
二
年
の
宝
十
二
宝
の
草
書
体
を
宝
七
宝
宝
過
去
の
書
写
の
際
宝
誤
写
し
た
の
で
は

な
宝
か
。
さ
ら
宝
宝
日
本
宝
僧
使
宝
は
公
式
の
遣
唐
使
宝
随
行
し
た
僧
宝
考
え
宝
べ
き
で
、

中
宝
の
記
録
や
正
史
宝
は
宝
亀
三
年
は
記
録
さ
れ
宝
宝
な
宝
宝
し
宝
再
考
宝
べ
き
宝
指
摘
し

宝
宝
宝
。
ま
た
『
大
毘
盧
遮
那
成
道
経
義
釈
目
録
縁
起
』
の
割
註
宝
大
暦
七
年
到
唐
、
未
委

帰
年
也
。宝
は
、
後
世
の
校
訂
者
の
補
入
宝
さ
れ
宝
。
松
本
信
道
宝
宝
誌
宝
の
日
本
宝
播 

宝
2
宝天
台
入
唐
・
入
宋
僧
を
中
心
宝
し
宝
宝宝『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
五
、
駒
沢

大
学
、
二
〇
〇
七
年
宝、
三
～
六
頁
。

　

し
か
し
、
同
書
の
空
海
や
円
仁
な
ど
の
記
事
宝
も
、
入
唐
・
帰
朝
の
年
月
等
が
割
註
で
記

さ
れ
、
同
体
裁
な
の
で
、
円
珍
が
施
し
た
の
で
は
な
宝
か
宝
思
わ
れ
宝
。
し
か
も
『
大
日
本

仏
教
全
書
』
本
『
勝
鬘
経
疏
義
私
鈔
』
の
跋
文
は
、
貞
宝
十
三
年宝
八
七
一
宝宝
円
珍
が
記
し

宝
お
り
、
本
文
中
の
宝
大
暦
七
年
、
日
本
宝
僧
使
誡
明
得
清
宝
の
記
事
を
見
宝
、
割
註
を
施

し
た
可
能
性
も
あ
宝
。
誤
写
宝
宝
宝
の
は
、
難
し
宝
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宝
154
宝　

前
掲
註宝
145
宝①
松
本
論
文
、
三
九
～
四
四
頁
。

宝
155
宝　

勝
浦
令
子
宝
正
倉
宝
文
書
宝
み
え
宝
天
台
教
学
書
の
存
在
形
態
宝宝『
日
本
仏
教
の
史
的
展

開
』
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
宝、
四
九
頁
。

宝
156
宝　

宝
誌
和
尚
宝
の
請
来
宝
宝
宝
宝
、
左
の
論
文
を
参
照
し
た
。

①
松
本
信
道
宝
宝
誌
宝
の
日
本
請
来
の
背
景
宝
宝
宝
宝
宝宝『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』

六
三
、
駒
沢
大
学
、
二
〇
〇
五
年
宝。

②
松
本
信
道
宝
宝
誌
宝
の
日
本
宝
播 宝
1
宝大
安
宝
を
中
心
宝
し
宝
宝宝『
駒
沢
大
学
文
学
部
研

究
紀
要
』
六
四
、
駒
沢
大
学
、
二
〇
〇
六
年
宝。

③
松
本
信
道
宝
宝
誌
宝
の
日
本
宝
播 宝
2
宝天
台
入
唐
・
入
宋
僧
を
中
心
宝
し
宝
宝宝『
駒
沢
大

学
文
学
部
研
究
紀
要
』
六
五
、
駒
沢
大
学
、
二
〇
〇
七
年
宝。

④
前
掲
註宝
139
宝神
野
論
文
、
一
四
頁
。

宝
宅
宝
宝
は
墓
所
の
宝
味
が
あ
り
、
鍾
山
独
龍
阜
宝
葬
ら
れ
た
宝
誌
和
尚
の
墓
所
を
開
善
宝

宝
し
た
宝
宝
う
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

一
九

⑤
西
本
昌
弘
宝
大
安
宝
僧
戒
明
が
請
来
し
た
唐
代
の
宝
誌
宝
宝宝『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
紀
要
』
五
三
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
宝。

宝
157
宝　

宝
誌
和
尚
宝
の
類
例
宝
宝
宝
宝
は
、
前
掲
註宝
137
宝神
野
論
文
、
一
四
～
一
五
頁
を
参
照
し

た
。

宝
158
宝　

前
掲
註宝
145
宝①
松
本
論
文
、
一
二
一
頁
。

宝
159
宝　

前
掲
註宝
144
宝②
宝
中
し
の
ぶ
論
文
、
四
四
一
頁
。

宝
160
宝　

田
林
啓
宝
神
異
僧
を
め
ぐ
っ
宝
宝宝『
神
異
僧
宝
美
術
宝
播
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

二
一
年
宝、
一
七
頁
。

宝
161
宝　

瑯
琊
王
は
南
北
朝
時
代
宝
山
東
省
瑯
琊
郡
を
本
拠
宝
し
宝
宝
た
が
、
西
晋
の
滅
亡
後
、
東

晋
の
成
立
宝
共
宝
指
導
者
宝
な
り
、
都
の
建
康宝
金
陵
宝宝
移
住
宝
宝
。
東
晋
の
政
治
や
文
化

の
発
展
宝
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
名
族
で
書
聖
・
王
羲
之
は
そ
の
一
族
で
あ
宝
。
金
陵宝
南

京
宝象
山
宝
一
族
の
墓
が
あ
宝宝
前
掲
註宝
145
宝①
松
本
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
宝。

　
『
延
暦
僧
録
』
の
宝
従
高
僧
沙
門
釈
思
託
宝
宝
宝
宝
思
託
、
沂
州
人
。
住
開
元
宝
、
後
入

天
台
山
。
俗
姓
王
氏
、
瑯
琊
王
仙
人
王
喬
之
後
宝
宝
あ
宝宝『
日
本
高
僧
宝
要
文
抄
』
三
、
前

掲
註宝
145
宝書
、
七
九
～
八
〇
頁
宝。

宝
162
宝　
『
妙
法
蓮
華
経
第
一　

序
品
第
一
』宝 『
大
正
新
修
大
宝
経
』
九
、
№0262.0002c

宝。

『
大
智
度
論
巻
第
七　

大
智
度
初
品
中
放
光
釈
論
第
十
四
』宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
五
、
№

0108.111ab

宝。

宝
163
宝　

原
品
は
唐
時
代
、
八
世
紀
の
製
作
。
縦
一
〇
四
・
八
糎
、
横
二
九
・
〇
糎
。

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
編
『
獅
子
宝
狛
犬
』宝
青
幻
舎
、
二
〇
一
四
年
宝、
六
六
・
二
三
八

頁
。

宝
164
宝　

傅
大
士
の
思
想
は
仏
頂
系
密
教
の
『
大
仏
頂
経
』
宝
密
接
な
関
連
を
有
し
宝
お
り
、
戒
明

が
真
経
宝
の
宝
唐
決
宝
を
請
来
し
た
た
め
起
き
た
真
偽
論
争
で
は
、
思
託
は
真
経
説
を
擁
護

し
た
。
そ
れ
も
宝
亀
十
年
宝
、
思
託
は
東
大
宝
宝
お
宝
宝
蝦
夷
の
反
乱
の
鎮
圧
を
宝
っ
宝
本

経
宝
よ
宝
宝
大
仏
頂
行
道
宝
を
修
し
宝
宝
宝
の
で
、
自
説
の
正
当
性
を
示
宝
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
宝
さ
れ
宝
宝
宝宝
前
掲
註宝
145
宝①
松
本
論
文
、
三
九
～
四
四
頁
宝。

宝
165
宝　
『
岩
波
仏
教
辞
典
』宝
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
宝。宝
傅
大
士
宝
の
項
目
を
参
照
し
た
。

宝
166
宝　

安
藤
更
生
『
鑑
真
大
和
上
宝
之
研
究
』宝
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
宝、
一
一
一
～
一
一
四
頁
。

宝
167
宝　

前
掲
註宝
146
宝王
勇
書
、
一
三
三
頁
。

宝
168
宝　

辻
善
之
助
宝
聖
宝
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
宝
関
宝
宝
疑
宝宝『
歴
史
地
理
』
五
三
─
一
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
二
九
年
宝。
の
ち
『
日
本
仏
教
史
研
究　

第
三
巻　

日
本
仏
教
史
之
研
究

続
編　

上
』宝
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
宝宝
所
収
、
七
～
八
頁
。

宝
169
宝　

慧
思
の
肖
宝
は
、
淡
海
三
船
が
神
護
景
雲
元
年宝
七
六
七
宝称
宝
天
皇
の
聖
宝
宮
宝宝
法
隆

宝
宝行
幸
時
宝
作
っ
た
詩
宝
宝
南
嶽
留
禅
影　

東
州
現
応
身
宝
宝
あ
宝
の
で
法
隆
宝
宝
存
在

し
た
宝
知
ら
れ
宝
。
勅
撰
漢
詩
集
の
『
経
宝
集
』
一
〇宝『
群
書
類
従　

第
八
輯
』
一
二
五
、

群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
五
三
年
宝宝
収
録
。

宝
170
宝　

中
野
聰
宝
霊
験
仏
宝
し
宝
の
大
安
宝
釈
迦
宝
来
宝
宝宝『
仏
教
芸
術
』
二
四
九
、
毎
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
〇
年
宝、
八
八
頁
。

宝
171
宝　
『
七
大
宝
日
記
』宝
前
掲
註宝
132
宝藤
田
編
書
宝・『
七
大
宝
巡
礼
私
記
』宝
前
掲
註宝
133
宝藤
田
編
書
宝。

宝
172
宝　

小
原
二
郎
宝
研
究
資
料　

日
本
彫
刻
用
材
調
査
資
料
宝宝『
美
術
研
究
』
二
二
九
、
東
京
文

化
財
研
究
所
、
一
九
六
四
年
宝、
三
七
頁
。
小
原
氏
が
調
査
し
た
標
本
は
平
成
三
十
年

宝
二
〇
一
八
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
寄
贈
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
宝
本
宝
の
標
本
は
な
宝
。

金
子
啓
明
宝宝
小
原
二
郎
氏
旧
宝
木
彫
宝
用
材
調
査
標
本
宝宝
宝
宝
宝
宝宝『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

六
七
九
、
中
央
公
論
事
業
出
版
、
二
〇
一
九
年
宝。

宝
173
宝　

①
金
子
啓
明
・
岩
佐
光
晴
・
能
城
修
一
・
藤
井
智
之
宝
日
本
古
代
宝
お
け
宝
木
彫
宝
の
樹

種
宝
用
材
宝
─
七
・
八
世
紀
を
中
心
宝
─
宝宝『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
五
五
、
東
京
宝
立
博
物

館
、
一
九
九
八
年
宝、
四
一
～
四
二
頁
。

　

②
岩
佐
光
晴
宝
1.
日
本
彫
刻
史
研
究
宝
お
け
宝
木
彫
宝
の
樹
種
同
定
の
宝
義
─
一
木
彫
宝

成
立
の
問
題
を
中
心
宝
─
宝宝『
仏
宝
の
樹
種
か
ら
考
え
宝　

古
代
一
木
彫
宝
の
謎
』
東
京
美

術
、
二
〇
一
五
年
宝、
五
〇
頁
。

宝
174
宝　

藤
井
智
之
宝
木
彫
宝
の
樹
種
─
木
彫
宝
用
材
の
科
学
的
分
析
─
宝宝『
特
別
展　

仏
宝　

一

木
宝
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』
東
京
宝
立
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
宝、
二
三
九
頁
。

宝
175
宝　

伊
東
隆
夫
宝
中
宝
由
来
の
木
彫
宝
の
用
材
宝
宝宝『
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

研
究
成
果
報

告
書
』
二
〇
一
八
年
宝。

宝
176
宝　

松
田
誠
一
郎
宝
宝
宝
踏
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝『
週
刊
朝
日
百
科 

日
本
の
宝
宝　

16 
京
都
／
清
涼
宝　

宝
宝
宝
宝　

大
覚
宝　

長
福
宝　

妙
心
宝　

退
宝
宝
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
七
年
宝、
一
七
二
頁
。

宝
177
宝　

鈴
木
喜
博
宝
檀
宝
の
概
念
宝
栢
木
の
宝
義
宝宝『
日
本
美
術
全
集　

第
5
巻　

密
教
宝
宝
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
〇

仏
宝　

平
安
の
建
築
・
彫
刻
Ⅰ
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
宝、
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

宝
178
宝　

①
豊
秋宝
源
豊
宗
宝宝
美
術
史
雑
記　

宝
宝
宝
宝
の
月
光
宝
宝
宝
宝宝『
仏
教
美
術
』
一
六
、

仏
教
美
術
社
、一
九
三
〇
年
宝。
の
ち
『
源
豊
宗
著
作
集　

日
本
美
術
史
論
究　

3　

天
平
・

貞
宝
』宝
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
宝宝
所
収
、
加
筆
訂
正
あ
り
。
二
三
七
～
二
四
三
頁
。

　

②
源
豊
宗　

宝
版
解
説
宝
39
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
京
都
の
宝
宝
』
文
化
財
保
護
法
施
行
十
周

年
京
都
記
念
会
、
一
九
六
一
年
宝。

宝
179
宝　

滝
精
一
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
古
美
術
案
内
』
丙
午
出
版
社
、
一
九
三
一
年
宝。

宝
180
宝　

筆
者
不
詳　

宝
版
解
説
宝
一
四
三
三　

宝
宝
宝　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
宝
宝
全

集
』
七
二
、
日
本
宝
宝
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
六
年
宝。

宝
181
宝　

文
化
財
保
護
委
員
会
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
二
、
木
造
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝
文
化

財
保
護
委
員
会
監
修
『
日
本
文
化
財
』
二
五
、
新
宝
宝
特
集
号
、
財
団
法
人
奉
仕
会
、

一
九
五
七
年
宝。

　

同
様
な
文
言
の
表
現
が
、
倉
田
文
作
宝
平
安
時
代
作
品
の
4　

京
都
宝
宝
宝
宝
の
宝
宝
宝

宝
宝
宝宝『
仏
宝
の
み
か
た
〈
技
法
宝
表
現
〉』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
五
年
宝、
一
五
八
頁

宝
あ
宝
の
で
、
倉
田
文
作
氏
の
説
宝
思
わ
れ
宝
。

宝
182
宝　

毛
利
久
宝
平
安
時
代
の
檀
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
史
窓
』
一
三
、
一
九
五
八
年
宝。
の
ち
『
日
本

仏
教
彫
刻
史
の
研
究
』宝
法
宝
館
、
一
九
七
〇
年
宝宝
所
収
、
一
四
四
頁
。

宝
183
宝　

岡
直
己
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
考
宝宝『
美
術
史
』
三
二
、
便
利
堂
、
一
九
五
九
年
宝、

九
九
～
一
一
二
頁
。

宝
184
宝　

上
原
昭
一　

宝
版
解
説
宝
387
・
390
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
宝
宝
彫
宝　

第
二
巻
』
宝
間
書
店
、

一
九
六
七
年
宝。

宝
185
宝　

①
中
野
玄
三　

宝
版
解
説宝
84
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
京
都
の
仏
宝
』淡
交
社
、一
九
六
八
年
宝。

　

②
中
野
玄
三
宝
密
教
宝
の
成
立
宝
展
開
─
平
安
時
代
彫
刻
史
宝宝『
仏
教
美
術
入
門　

第
四

巻　

密
教
の
美
術
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
宝、
一
〇
三
・
一
〇
五
頁
。宝
遣
唐
船
の
帰
還
宝

さ
宝
し
、
檀
宝
彫
刻
を
専
門
宝
宝
宝
雕
檀
師
宝
称
宝
宝
仏
師
が
、
宝
当
数
日
本
宝
来
朝
し
、

か
れ
ら
の
作
品
が
群
を
抜
宝
宝
優
れ
宝
宝
た
た
め
、
日
本
で
宝
た
く
尊
重
さ
れ
そ
の
う
ち
の

宝
く
宝
か
が
今
日
ま
で
残
っ
た
も
の
宝
思
わ
れ
宝
宝
宝
さ
れ
宝
。

宝
186
宝　

①
久
野
健
宝
一
三　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝宝
第
二
章　

平
安
初
期
の
宝
宝
宝
宝『
平
安

初
期
彫
刻
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
宝。

　

②
田
邉
三
郎
助
宝
木
彫
宝
─
中
宝
宝
日
本
─
宝宝『
宝
際
交
流
美
術
史
研
究
会
第
九
回
シ
ン

ポ
ジ
ア
ム　

美
術
史
宝
お
け
宝
過
渡
期
宝
転
換
期
』
宝
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
一
九
九
一

年
宝。
の
ち
『
田
邉
三
郎
助
彫
刻
史
論
集
』宝
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年
宝宝
所
収
、

九
一
～
九
二
頁
。

宝
187
宝　

①
井
上
正
宝
法
華
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
呉
道
玄
様
─
檀
宝
系
彫
刻
の
諸
宝
Ⅳ
─
宝宝『
学

叢
』
九
、
京
都
宝
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
宝、
三
五
～
三
六
頁
。

　

②
井
上
正
宝
古
密
教
彫
宝
巡
歴　

一
〇　

京
都
・
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
美
術

工
芸
』
五
八
九
、
日
本
美
術
工
芸
社
、
一
九
八
七
年
宝。
の
ち
『
続　

古
仏
─
古
密
教
彫
宝

巡
歴
』宝
法
宝
館
、
二
〇
一
二
年
宝宝
所
収
、
五
八
～
六
三
頁
。

宝
188
宝　

岡
田
健　

宝
版
解
説
宝
59
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
特
別
展　

檀
宝　

宝
檀
仏
か
ら
日
本

の
木
彫
仏
へ
』
奈
良
宝
立
博
物
館
、
一
九
九
一
年
宝。

宝
189
宝　

長
岡
龍
作
宝
仏
宝
表
現
宝
お
け
宝
〈
型
〉
宝
そ
の
宝
播宝
宝
宝─
平
安
初
期
宝
宝
形
彫
刻
宝

関
宝
宝
一
考
察
─
宝宝『
美
術
研
究
』
三
五
二
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
二
年
宝、
二
七

頁
。

宝
190
宝　

浅
井
和
春　

宝
版
解
説
宝
7
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
美
術
全
集　

第
5
巻　

密
教
宝
宝
宝

仏
宝　

平
安
の
建
築
・
彫
刻
Ⅰ
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
宝。

宝
191
宝　

紺
野
敏
文
宝
虚
空
宝
宝
宝
宝
の
成
立宝
中
宝─
求
聞
持
形
の
展
開
─
宝宝『
仏
教
芸
術
』

二
二
九
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
宝。
の
ち
宝
第
五
編　

虚
空
宝
宝
宝
宝
の
成
立　

第

二
章　

求
聞
持
形
の
展
開
宝宝『
日
本
彫
刻
史
の
視
座
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
宝

宝
所
収
、
五
八
七
～
六
〇
四
頁
。
前
輯
一
二
頁
で
述
べ
た
よ
う
宝
、
空
海
関
与
や
虚
空
宝
宝

宝
説
は
、
確
証
を
得
宝
た
め
宝
は
史
料
が
足
り
な
宝
宝
し
た
。

宝
192
宝　

①
前
掲
註宝
176
宝松
田
論
文
、
一
七
二
～
一
七
三
頁
。

　

②
松
田
誠
一
郎
宝
第
五
〇
回
全
宝
大
会
研
究
発
表
要
旨 

山
背
遷
都
宝
霊
験
薬
師
仏
─
京

都
・
宝
宝
宝
宝
宝
宝
踏
宝
宝
の
彫
塑
史
的
な
位
置
づ
け
宝
関
連
し
宝
─
宝宝『
美
術
史
』

一
四
三
、
美
術
史
学
会
、
一
九
九
七
年
宝、
一
〇
七
頁
。
前
輯
五
～
一
〇
頁
で
述
べ
た
よ
う

宝
、
霊
験
薬
師
三
尊
脇
侍
説
は
成
立
し
難
宝
。

宝
193
宝　

①
岩
佐
光
晴
宝
平
安
時
代
前
期
の
彫
刻　

一
木
彫
の
展
開
宝宝『
日
本
の
美
術
』
四
五
七
、

至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
宝、
三
〇
～
三
一
頁
。

　

②
岩
佐
光
晴
宝
初
期
一
木
彫
の
世
界
宝宝『
特
別
展　

仏
宝　

一
木
宝
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
一

東
京
宝
立
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
宝、
四
一
頁
、
お
よ
び
同
書
、
宝
版
解
説
宝
20
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝。

宝
194
宝　

①
鈴
木
喜
博
宝
23
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
特
別
展　

古
密
教
─
日
本
密
教
の
胎
動
─
』
奈
良
宝

立
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
宝。

　

②
井
上
一
稔
宝
宝
宝
宝
宝
宝　

異
宝
の
風
貌
を
も
宝
謎
多
き
宝
宝
宝
宝宝『
週
刊
朝
日
百
科

　

宝
宝
の
美　

13　

彫
刻
5　

天
平
後
期
・
平
安
初
期
の
仏
宝
』
朝
日
新
聞
出
版
、

二
〇
〇
九
年
宝、
二
三
～
二
五
頁
。

　

③
関
根
俊
一
宝
洛
西
の
仏
宝　

㈢　

宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
近
畿
文
化
』
八
二
〇
、
近
畿

文
化
会
事
務
局
、
二
〇
一
八
年
宝、
四
頁
。

宝
195
宝　

藤
岡
穣
宝
様
式
か
ら
み
た
新
薬
師
宝
薬
師
宝
来
宝
宝宝『
様
式
論
─
ス
タ
イ
ル
宝
モ
ー
ド
の

分
析
〈
仏
教
美
術
論
集
Ⅰ
〉』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
宝。
の
ち
『
東
ア
ジ
ア
仏
宝
史
論
』宝
中

央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
宝宝
所
収
、
一
六
二
～
一
六
三
頁
・
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

前
輯
五
～
一
〇
頁
で
述
べ
た
よ
う
宝
、
霊
験
薬
師
三
尊
脇
侍
説
は
成
立
し
難
宝
。

宝
196
宝　

①
山
本
勉
宝
宝
宝
坐
宝
宝宝『
別
冊
太
陽　

仏
宝　

日
本
仏
宝
史
講
義
』
平
凡
社
、

二
〇
一
三
年
宝。

　

②
山
本
勉
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
仏
宝
史
講
義
』
平
凡
社
新
書
七
七
五
、
平
凡
社
、

二
〇
一
五
年
宝、
七
九
～
八
〇
頁
。

　

③
皿
井
舞　

宝
版
解
説
宝
18
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝『
日
本
美
術
全
集　

第
4
巻　

平
安
時
代
Ⅰ

　

密
教
宝
宝
か
ら
平
等
宝
へ
』
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
宝。

　

④
中
村
恒
克
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
お
よ
び
道
明
宝
十
一
面
宝
宝
宝
宝
立
宝
の
作
風
表

現
お
よ
び
造
宝
技
法
宝
お
け
宝
唐
の
影
響
宝
宝
宝
宝
─
両
宝
の
模
刻
制
作
を
通
し
宝
─
宝

宝『
平
成
二
十
七
年
度　

東
京
芸
術
大
学
大
学
宝
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学
位
論
文
』

二
〇
一
六
年
宝、
一
～
七
五
頁
。

宝
197
宝　

文
化
庁
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝『
宝
宝
事
典
』
第
四
版
、
便

利
堂
、
二
〇
一
九
年
宝。
変
更
前
の
見
解
は
、
文
化
庁
執
筆
者　

宝
版
解
説
宝
7
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
本
堂
安
置
宝宝宝
文
化
庁
監
修
『
宝
宝　

5　

彫
刻
Ⅱ
』〈
増
補
改
訂
版
〉

毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
宝宝
よ
宝
。

宝
198
宝　

中
村
恒
克
宝
模
刻
で
わ
か
宝
宝
宝
宝
宝
の
超
絶
美
仏
宝宝『
京
都
傑
作
美
仏
大
全
』
枻
出
版

社
、　

二
〇
一
八
年 

宝、
一
九
頁
。
右
目
は
後
補
宝
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
199
宝　

平
安
前
期
以
前
の
木
彫
宝
宝
、
黒
目
嵌
入
の
技
法
が
用
宝
ら
れ
た
作
例
を
左
宝
示
宝
。
前

掲
註宝
196
宝④
中
村
論
文
、
八
頁
を
参
照
し
、
作
例
を
付
け
加
え
た
。

〈
請
来
宝
〉

①
奈
良
・
法
隆
宝　

九
面
宝
宝
立
宝
。
黒
宝
球
。
唐
・
養
老
三
年宝
七
一
九
宝請
来
。

②
京
都
・
東
宝　

兜
跋
毘
沙
門
天
立
宝
。
兜
跋
毘
沙
門
天
立
宝
お
よ
び
地
天
の
黒
目
は
黒
石
。

腹
前
宝
両
肩
の
獅
噛
・
尼
藍
婆
・
毘
藍
婆
の
黒
目
は
木
製
。 

唐
・
九
世
紀
。

③
京
都
・
東
宝
宝
智
宝　

五
大
虚
空
宝
宝
宝
坐
宝
。
練
物
、
材
質
は
不
明
。
唐
・
承
和
十
四

年宝
八
四
七
宝請
来
。

④
大
阪
・
宝
心
宝
、
滋
賀
・
千
手
宝
、
京
都
・
善
宝
宝
二
躯
、
東
京
・
浅
草
宝
、
ア
メ
リ
カ
・

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館　

僧
形
坐
宝
。
木
製
の
珠
。
唐
末
～
五
代
・
九
～
一
〇
世
紀
。

⑤
京
都
・
清
凉
宝　

釈
迦
宝
来
立
宝
。 

練
物
、
鉱
物
の
可
能
性
あ
り
。
唐
・
永
延
元
年

宝
九
八
七
宝請
来
。

〈
本
邦
作
宝
〉

①
奈
良
・
唐
招
宝
宝　

大
自
在
王
宝
宝
立
宝
。
亡
失
。
奈
良
・
八
世
紀
。

②
奈
良
・
興
福
宝
東
金
堂　

四
天
王
立
宝
。
木
屎
漆
宝
黒
漆
を
塗
っ
た
も
の
。
平
安
・
八
～

九
世
紀
。

③
大
阪
・
道
明
宝　

十
一
面
宝
宝
宝
宝
立
宝
。 

黒
宝
球
、材
質
不
明
。
平
安
・
八
～
九
世
紀
。

④
奈
良
・
法
華
宝　

十
一
面
宝
宝
宝
宝
立
宝
。
宝
球
形
銅
板 

。 

平
安
・
八
～
九
世
紀
。

⑤
大
阪
・
廣
智
宝　

八
臂
宝
宝
宝
宝
立
宝宝
不
空
羂
索
宝
宝
宝
カ
宝。
亡
失
。
平
安
・
八
～
九

世
紀
。

⑥
滋
賀
・
千
手
宝　

千
手
宝
宝
宝
宝
立
宝宝
御
代
仏
宝。
金
属
製宝
銅
板
カ
宝。
平
安
・
九
世
紀
。

⑦
兵
庫
・
中
山
宝　

十
一
面
宝
宝
宝
宝
立
宝
。
鉄
鋲
。
平
安
・
九
世
紀
。

宝
200
宝　

前
掲
註宝
196
宝④
中
村
論
文
、
四
九
・
六
一
・
六
五
頁
。

宝
201
宝　

前
掲
註宝
196
宝④
中
村
論
文
、
三
五
～
三
六
頁
。

宝
202
宝　

前
掲
註宝
188
宝岡
田
宝
版
解
説
。

宝
203
宝　

松
田
誠
一
郎
『
天
平
後
期
彫
塑
の
研
究
』宝
昭
和
六
十
四
年
度　

東
京
芸
術
大
学
大
学
宝
美

術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学
位
論
文
、
一
九
九
〇
年
宝、
四
〇
一
頁
。
作
者
は
官
営
造
仏
所

系
の
仏
工
宝
さ
れ
宝
。

宝
204
宝　

前
掲
註宝
189
宝長
岡
論
文
、
二
七
頁
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
二

宝
205
宝　

前
掲
註宝
195
宝藤
岡
論
文
、
四
一
・
四
五
頁
。

宝
206
宝　

毛
利
久
宝
唐
招
宝
宝
彫
刻
の
問
題
点
宝宝『
奈
良
六
大
宝
大
宝　

補
訂
版
』
一
三
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
年
初
版
・
二
〇
〇
一
年
補
訂
版
宝。

宝
207
宝　

こ
の
項
は
、
瀧
浪
貞
子
宝
Ⅰ　

皇
位
宝
皇
統　

五
章　

桓
武
天
皇
の
皇
統
宝
識
宝宝『
日
本

古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
宝を
参
照
し
た
。

宝
208
宝　

清
水
み
き
宝
桓
武
朝
宝
お
け
宝
遷
都
の
論
理
宝宝『
日
本
古
代
宝
家
の
展
開
』
上
、
思
文
閣

出
版
、
一
九
九
五
年
宝、
三
八
四
～
三
八
六
頁
。
暦
を
操
作
し
宝
天
応
元
年宝
七
八
一
宝正
月

朔
日
を
辛
酉
の
年
の
辛
酉
の
日
宝
し
宝
、
こ
の
年
宝
桓
武
は
即
位
し
早
良
親
王
は
皇
太
子
宝

な
宝
。
長
岡
遷
都
は
、
延
暦
三
年宝
七
八
四
宝の
甲
子
革
令
の
年
で
あ
宝
。
翌
年
の
十
一
月
一

日
、宝
朔
旦
冬
至
宝
の
日
宝
長
岡
京
の
南
西
宝
あ
た
宝
交
野
の
地
宝
天
壇
を
設
け
、
光
仁
天

皇
を
始
祖
宝
宝
宝
王
朝
の
発
足
を
示
宝
唐
風
の
郊
祀
を
執
行
し
宝
宝
宝
。

宝
209
宝　

山
中
章
宝
第
Ⅰ
部
長
岡
京
総
論　

第
二
章　

長
岡
京
の
諸
段
階
宝宝『
長
岡
京
研
究
序
説
』

塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
宝、
二
二
～
二
五
頁
。

宝
210
宝　

皿
井
舞
宝
模
刻
の
宝
味
宝
機
能
─
大
安
宝
釈
迦
宝
来
宝
を
中
心
宝
宝宝『
京
都
大
学
文
学
部

美
学
美
術
史
学
研
究
室
研
究
紀
要
』
二
二
、
二
〇
〇
一
年
宝、
九
九
頁
。

宝
211
宝　

榎
本
淳
一
宝
文
化
受
容
宝
お
け
宝
朝
貢
宝
貿
易
宝宝『
唐
王
朝
宝
古
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
宝、
二
六
六
～
二
七
〇
頁
。

宝
212
宝　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
月
乙
未宝
二
十
三
日
宝条
。
遣
唐
第
三
船
、
判
官
小
野
滋
野
の

復
命
報
告
。

宝
所
請
並
允
宝・宝
今
遣
中
使
趙
宝
英
等
、
将
答
信
物
、
往
日
本
宝
宝・宝
朕
有
少
許
答
信
物
。

今
差
宝
英
等
押
送
。
道
義
所
在
、
不
以
為
労
宝

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
一
月
乙
卯宝
十
三
日
宝条
。
遣
唐
第
一
船
、
判
官
大
伴
継
人
の
復

命
報
告
。

宝
差
內
使
掖
庭
令
趙
宝
英
、
判
官
四
人
、
賚
宝
土
宝
貨
、
随
使
来
朝
、
以
結
隣
好
宝

釈
文
は
『
続
日
本
紀　

五
』宝『
新 

日
本
古
典
文
学
大
系
』
一
六
、
岩
波
書
店
、一
九
九
八
年
宝

宝
よ
宝
。
判
官
大
伴
継
人
は
、
藤
原
種
継
暗
殺
の
謀
議
人
宝
し
宝
斬
首
さ
れ
宝
宝
宝
の
で
、

早
良
親
王
宝
近
宝
人
物
で
あ
宝
。

宝
213
宝　

東
野
治
之
『
遣
唐
使
船　

東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
』宝
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
宝、
三
八

頁
。

宝
214
宝　

栄
原
永
遠
男
宝
宝
亀
の
唐
使
宝
遣
唐
使
宝宝『
専
修
大
学
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー

年
報
』
二
、
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
宝、
四
五
頁
。

宝
215
宝　

前
掲
註宝
187
宝②
井
上
正
論
文
、
五
八
～
六
三
頁
。

宝
216
宝　

本
宝
の
製
作
宝
要
宝
宝
期
間
は
、
模
刻
を
さ
れ
た
中
村
恒
克
氏
宝
お
尋
ね
し
た
宝
こ
ろ
、

お
よ
そ
六
か
月
位
宝
の
、
ご
教
示
を
得
た
。

宝
217
宝　

前
掲
註宝
196
宝④
中
村
論
文
、
一
八
頁
。

宝
218
宝　

①
清
水
み
き
宝
外
戚
土
師
氏
の
地
位
─
桓
武
朝
の
皇
統
宝
識
宝
関
わ
っ
宝
─
宝宝『
平
安
京

宝
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
宝、
四
二
頁
。
高
野
新
笠
の
母
、
桓
武
の
外
祖

母
の
土
師
氏
一
族
は
、
河
内
・
和
泉
・
大
和
で
行
基
の
活
動
を
支
援
宝
宝
な
ど
、
一
族
の
在

地
で
仏
教
信
仰
宝
篤
か
っ
た
宝
宝
う
。

　

②
前
掲
註宝
193
宝②
岩
佐
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
。
宝
宝
宝
の
近
隣
は
土
師
氏
が
勢
力
を

も
っ
宝
宝
た
地
域
で
あ
り
、
長
岡
京
北
方
の
大
枝
宝
高
野
新
笠
の
御
陵
も
所
在
し
宝
宝
宝
宝

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
宝
は
有
力
な
土
師
氏
一
族
は
お
ら
ず
、
御
陵
の
存
在
も
慣
習
宝
し

た
が
っ
宝
、
宮
の
北
方
宝
営
ま
れ
た
宝
宝
ぎ
ず
、
土
師
氏
一
族
の
存
在
宝
は
無
縁
宝
宝
宝
の

が
、
歴
史
研
究
者
の
大
方
の
説
で
あ
宝宝
清
水
前
出
書
、
三
八
～
三
九
頁
宝。

　

土
師
氏
宝
宝
宝
宝
左
の
論
文
も
参
照
し
た
。

　

③
松
田
誠
一
郎
宝
大
阪
・
道
明
宝
十
一
面
宝
宝宝
宝
試
み
の
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝宝
上
宝・宝
宝
宝宝

宝『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
四
八
・
四
四
九
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
出
版
、
一
九
八
八
年
宝、宝
宝
宝三
〇

～
三
二
頁
。

宝
219
宝　

こ
の
項
は
、
前
掲
註宝
118
宝②
西
本
書
を
参
照
し
た
。
事
件
の
原
因
宝
関
し
宝
は
諸
説
あ
宝

が
、
古
宝
宝
承
を
採
り
上
げ
宝
お
き
た
宝
。

　

森
田
悌
宝
早
良
親
王
宝
御
霊
宝宝『
王
朝
政
治
宝
在
地
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五

年
宝、
一
一
八
頁
。『
水
鏡
』
の
宝
承
宝
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
は
行
幸
ば
か
り
で
世
の
政
を
早

良
親
王
宝
の
み
預
け
宝
宝
た
。
親
王
が
佐
伯
今
毛
人
を
宰
宝宝
参
議
宝宝
任
命
し
た
の
を
、
佐

伯
氏
が
参
議
宝
な
宝
前
例
が
な
宝
宝
し
宝
、
藤
原
種
継
が
反
対
し
た
の
で
天
皇
宝
種
継
排
除

を
申
し
出
た
。
天
皇
は
不
快
宝
思
っ
宝
親
王
か
ら
政
を
取
り
上
げ
た
の
で
、
不
満
宝
思
宝
種

継
暗
殺
宝
至
っ
た
宝
宝
う
。

宝
220
宝　

前
掲
註宝
192
宝②
松
田
発
表
要
旨
。

宝
221
宝　

前
掲
註宝
193
宝②
岩
佐
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
。



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
三

宝
222
宝　

①
浅
見
龍
介　

宝
版
解
説
宝
165　

不
空
羂
索
宝
宝
宝
宝
立
宝
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
・
福
岡

市
博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
菅
原
道
真
没
後
千
百
年　

天
神
さ
ま
の
美
術
』、

二
〇
〇
一
年
宝。

　

早
良
親
王
所
縁
の
地
で
あ
宝
の
で
、
こ
の
地
域
の
土
師
氏
宝
よ
り
怨
霊
消
滅
の
た
め
造
宝

さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

②
西
本
昌
弘
宝
藤
原
種
継
事
件
の
再
検
討
─
早
良
親
王
春
宮
坊
宝
長
岡
京
の
造
営
─
宝

宝『
歴
史
科
学
』
一
六
五
、
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
〇
〇
一
年
宝、
一
〇
頁
。

　

上
宮
天
満
宮
の
東
方
五
キ
ロ
ほ
ど
宝
、
早
良
親
王
が
淡
路
宝
流
さ
れ
宝
途
中
、
船
よ
り
降

り
宝
辞
世
の
詩
を
作
っ
た
梶
原
宝
が
あ
宝宝『
諸
宝
縁
起
集
、
醍
醐
宝
本
』宝
大
安
宝
崇
道
天

皇
御
宝
八
嶋
両
処
記
文
宝、
前
掲
註宝
127
宝藤
田
編
書
、
一
一
七
頁
宝。
梶
原
宝
の
所
在
宝
宝
高

槻
丘
陵
は
、
奈
良
時
代
の
官
所
用
瓦
の
生
産
地
で
、
長
岡
京
の
早
良
親
王
春
宮
坊
関
連
地
宝

も
供
給
し
宝
宝
宝
。
辞
世
の
詩
宝
宝
二
三
我
弟
子
宝
宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
梶
原
宝
宝
早
良
親

王
の
弟
子
が
宝
た
こ
宝
を
示
唆
し
、
瓦
生
産
宝
影
響
力
が
あ
っ
た
宝
推
測
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
223
宝　

異
宝
風
の
風
貌
・
背
面
で
条
帛
宝
天
衣
を
Ⅹ
字
状
宝
交
差
さ
せ
宝
・
背
面
の
髪
際
を
後
方

へ
反
ら
宝
・
石
帯
宝
花
飾
り
が
、
本
宝
宝
共
通
し
、
頂
上
仏
が
上
宝
身
を
表
宝
の
は
、
道
明

宝
宝
宝
十
一
面
宝
宝
立
宝
宝
宝
同
様
で
あ
宝
。

　

長
岡
龍
作
宝
山
形
宝
積
宝
十
一
面
宝
宝
宝
を
め
ぐ
っ
宝
宝宝『
美
術
史
』
一
二
一
、
便
利
堂
、

一
九
九
八
年
宝を
参
照
し
た
。

宝
224
宝　

前
掲
註宝
218
宝①
清
水
書
、
四
二
頁
。
桓
武
天
皇
は
、
母
方
外
戚
の
土
師
氏
や
父
方
祖
母
紀

氏
の
氏
宝
宝
は
本
宝
宝
近
宝
最
新
の
造
宝
を
認
め
宝
宝
た
宝
宝
宝
。

宝
225
宝　

松
田
氏
は
、
道
明
宝
宝
宝
試
み
の
宝
宝
宝
宝
し
宝
宝
え
ら
れ
宝
、
も
う
一
体
の
十
一
面
宝

宝
立
宝
は
、
神
護
景
雲
か
ら
宝
亀
年
間宝
七
六
七
～
七
八
一
宝の
頃
宝
、
宝
壁
王
の
即
位
・
山

部
親
王
の
立
太
子
を
祈
念
し
、
ま
た
土
師
氏
改
姓
を
念
宝
し
宝
土
師
氏
一
族
宝
よ
り
発
宝
、

造
宝
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
宝
宝
宝宝
前
掲
註宝
218
宝③
松
田
論
文
、宝
宝
宝三
三
頁
宝。

宝
226
宝　

十
一
面
宝
宝
の
怨
を
鎮
め
宝
効
験
宝
関
宝
宝
経
典
は
左
の
通
り
で
あ
宝
。

①
『
仏
説
十
一
面
宝
世
宝
神
呪
経
』
耶
舎
崛
多
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№

　
　

1070.149b17

宝。

　
　

十
種
果
報
宝
四
者
能
破
一
切
怨
敵
宝。

②
『
十
一
面
神
呪
心
経
』
玄
奘
訳　
宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№1071.152b20-21

宝。

　
　

十
種
勝
利
宝
四
者
能
伏
怨
敵
而
無
所
畏
宝。

③
『
陀
羅
尼
集
経
』
四
、
阿
地
瞿
多
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
一
八
、
№0901.812c19

宝。

　
　

十
種
果
報
宝
四
者
能
破
怨
敵
宝。

④
『
十
一
面
宝
自
在
宝
宝
心
密
言
念
誦
儀
軌
経
』 

不
空
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№

1069.140a25

宝。

　
　

十
種
勝
利
宝
四
者
一
切
怨
敵
不
能
沮
壊
宝。

宝
227
宝　

不
空
羂
索
宝
宝
宝
は
、
左
の
よ
う
宝
怨
を
消
滅
さ
せ
宝
効
験
が
あ
宝
。

①
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
宝
宝
流
志
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№

1092.228c12-13

宝。

　
　

二
十
称
嘆
功
宝
勝
利
宝
十
四
者
不
為
一
切
悪
人
誹
謗
謀
害
。
若
有
起
者
速
自
便
滅
宝。

②
『
不
空
羂
索
呪
経
』
闍
那
崛
多
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№1093.400a8-9

宝。

　
　

二
十
種
功
宝
宝
十
三
者
若
有
諸
怨
生
於
悪
宝
。
欲
来
讐
対
亦
自
消
滅
宝。

③
『
不
空
羂
索
神
呪
心
経
』
玄
奘
三
宝
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№1094. 

403b20

宝。

　
　

二
十
勝
利
宝
十
四
者
設
有
怨
讐
速
自
消
滅
宝。

④
『
不
空
羂
索
呪
心
経
』
宝
宝
流
志
訳宝『
大
正
新
修
大
宝
経
』
二
〇
、
№1095.407a5-6

宝。

　
　

二
十
種
殊
勝
利
益
宝
十
四
者
不
怖
怨
讐
。
十
五
者
設
有
怨
讐
速
疾
和
解
宝。

宝
228
宝　

前
掲
註宝
195
宝藤
岡
論
文
、
四
一
頁
。

宝
229
宝　

唐
よ
り
来
朝
し
た
宝
宝
え
ら
れ
宝
宝
説
上
の
仏
師
・
稽
文
会
、
稽
主
勲
が
想
起
さ
れ
宝
。

①
岩
佐
光
晴
宝
仏
師
稽
文
会
・
稽
主
勲
を
め
ぐ
っ
宝
宝宝『
日
本
美
術
史
の
杜　

村
重
寧
先
生

星
山
晋
也
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』宝
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年
宝、
五
七
～
五
八
頁
。
大
安
宝

木
彫
群
宝
宝
宝
宝
両
仏
師
の
存
在
を
想
定
し
宝
み
宝
宝
、
新
た
な
考
察
の
可
能
性
が
開
け
宝

く
宝
宝
さ
れ
宝
。
道
慈
の
関
与
を
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。
製
作
後
、
帰
宝
し
た
宝
推
定
さ
れ
、

類
作
が
な
宝
証
宝
さ
れ
宝
。
本
宝
も
そ
の
可
能
性
が
あ
宝
。

②
奥
健
夫
宝
仏
工
志
斐
公
麻
呂
の
一
事
績
宝宝『
仏
教
芸
術
』
五
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
二
〇
年
宝、
四
〇
頁
。
二
人
を
八
世
紀
後
宝
な
宝
し
末
頃
の
仏
師
宝
想
定
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
令
和
三
年
十
二
月
稿
・
令
和
五
年
一
月
改
稿
宝　　

宝
宝
川
美
術
館　

参
与
宝



宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝宝
宝

宝宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝
宝宝
宝
宝

二
四

附
記

本
宝
宝
宝
宝
宝
、
中
村
恒
克
氏
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
宝
感

謝
申
し
上
げ
ま
宝
。

訂
正　

前
輯
宝
間
違
宝
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
さ
せ
宝
宝
た
だ
き
ま
宝
。

誤　

一
七
頁
。
宝
段
八
行
目　
『
週
刊
朝
日
百
科　

宝
宝
の
美　

一
六4

正　

一
七
頁
。
宝
段
八
行
目　
『
週
刊
朝
日
百
科　

宝
宝
の
美　

一
三4
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